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表　　紙

『宇陽略記』より
宇都宮市大通り5－2‾10

仁高橋節子氏所蔵



文化財シリーズ第10号

すが喀㊥
Ⅳ留鳥

平成元年

宇都宮市教育委員会



宇都宮のl日跡正葦鶏糞

貢 行 娯 正

2 5 土地には 土地は
3 24 時間的や外の 時間をはじめ
4 26 功防戦 攻防戦
6 田 （1 33 3年～） （1 33有年～）
田 12 （払¢かんえい （眠）かんえ轟
四 田 寺であったもと 寺であっれ鳶あ
田 10 （J蝿たした （ば）たば
田 田 事禄2年（15 9 2） 宰禄2年（15寄掛）
田 田 しかし （削除）
田 23 おしどりの おしどりに
18 田 （）ぽ）まがぶつ 伽8 まがいぶつ
田 田 寛永18年（1 8 4 1） 寛永18年（1…忘‡4 1）
囲 21 （～18 1 7） （～18 1銅
囲 田 船は 船結
29 田 センドウヤ セソーサ十
田 田 嘉永5年（1 8 5 1） 嘉永5年（18 5≡望書）
田 田 これが （削除）
田 円 安政2年 安政茸年
田 田 宇都宮まで 宇都宮で
団 31 天平13年（7 96） 天平13年（紫輩蓮！）
33 田 用いされます 用い蔓ら：れます
35 田 文化5年 義政5年
36 四 十二代 重要代
38 4 元治元年（18 6 3） 元治元年（1 8 6i護…）
泊 四 元和8年 票決8年
団 田 寛文8年（1 6 0 8） 寛文さ年（1針愚8）
団 国 ニ十七日忌 蓋撒日雇
団 園 自刀 自刃

頁 行 誤 正

40 田 寛永8年 葺文8年
四 田 ニ十七日忌 ニ七日忌
四 国 間塩 灘垣
四 23 興平 梨平
田 田 （眠）まさあき くI10まさあき唇
田 28 興平 奥平
団 田 尊皇 藩莞
崩 13 文明2年（1 4 8 T） 文明2年（14て■■0■二）
46 14 （考古） （考古）
田 8 考兵衛 番兵衛
田 9 考兵舗 挙兵衛
田 33 正元元年（1 25 6） 正元元年（12 5譲）
田 田 元禄12年（16 4 9） 元禄12年（1 6…9；豊）
49 田 宝永元年 宝永昔年
50 15 参堂 義堂
50 田 文久4年（18 6 1） 文久4年（18 6主産姜）
50 25 明絡調年（19 0 5） 明治39年（19 0荘）
田 国 （柑はくろう 伽のぽくろう
53 田 保建3年 保廷光年
囲 26 安永3年〔17 7 5〕 安永3年〔17 T薄さ）
国 囲 文化10年（18 7 2〉 文化10年（1851謹）
60 32 （】lビ〉いせんすうもん （胱）いせんすいもん
73 9 （蕩のころへい （よ崎こ喪へい
73 田 康平6年（10 6 2） 庚申6年（10 6…護宴）
団 田 世界大戦 世界大戦後
団 田 大正元年 大正ま護年
88 田 熱本町 驚本町
田 田 国恩寺く大明神） 〔（大明神）を削除〕



序　　　文

毎年一号を重ねてまい9ました「宇都宮市の文化財シリ【ズ」もゝ本号をもちまして第10号と

なりました。本号はゝ私たちの身近な地域の歴史をとりあげた「宇都宮の旧跡」です。

「宇都宮の民俗」から始まったこのシリーズは－民家・芸能・祭り・石碑・名木・民話・古道

・絵馬と続いてまいりましたが－　ここでもう一度，自分たちが住んでいる土地にまつわる歴史や

伝承を取り上げて－その地域に住む私たちがその土地に愛着を感じ，誇りをもてるように－　とい

う願いをこめて「旧跡」という本にまとめあげました。

私たちが何気なく生活している土地にはゝ例外なく長い長い歴史が刻まれておりゝその歴史の

上に現在の生活が築かれています。『温故知新』という言葉がありますが，古い歴史を知ってこ

そ－　より良い歴史を築きあげ，幸せな生活を営むことができるというものです。

社会生活の向上や自由時間の増大などによって，市民の皆さんの知的活動や芸術・文化活動へ

の要求は高まり－　またゝ地域では祭りをはじめとする伝統芸能が再認識されゝその歴史や風土に

根ざした文化を見直す気運が高まりつつある今日ではありますがゝ一方では急激な都市化の進展

や社会情勢の変化により，自今たちの住む土地にまつわる旧跡などが忘れ去られ一意重な文化財

が失われつつあるのも事実です。

このような中での本シリーズの発刊ですので－　多くの方々のお目にとまり，地域の歴史の見直

し書こつながれば幸いに存じます。ひいては宇都宮市全体に対する愛着を寄せていただくよう心止

りⅠ掬う次第です。

最後屯こなりましたが．今回の調査及び本冊子の刊行にあたりゝ調査等に御協力いただきました

宇都宮市文化財調査員の方々．また調査の際に御協力くださいました多くの方々にゝ　心から感謝

の意を表します。

平成元年3月

宇都宮市教育委員会

教育長　藤　田　昌　平
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ま　え　が　き

本冊子は，昭和60年に宇都宮市教育委員会が，市文化財保護審議委員会の答申を受軋市文化

財調査員活動の一環とLて実施Lた「旧跡調査（課題別文化財一斉調査〕」の結果をもとにまとめ

たものです。一

同調査は－．い甘全域を対象として実施され一合都で64件の報告がありました凸本冊子は－　これ

に事務局（市教育委員会社会教育課）の職員が調査したものも加えて掲載いたしまLた0

調査員によって銀器された旧跡や一事顔見で調査したIU跡につきましてはゝ巻末に市内の所在

地図と共に一覧表にして掲ホしてありますので御参考になれば幸いです。

なお，この「旧跡調査】は以Fの組織で調査をしましたが一視地調査において多くの方々の御

魅力を仰ぎまLた。

雨宮義人（委員長〕岩崎良能〔副委員長）阿久津　浩（委員）S鋸

大　金　宣　亮（委　員）戸　口　博　亘〔委　員）○冨　　祐　次〔委　員）

橋　木　澤　朗（委　員）塙　　静　夫（委　員）森　谷　　憲（委　員）

渡辺安友（委即　′Jl林幹夫（委　員）S鋸0

黒川孝三（一条〕S望遠塚田宗雄（陽北）

内　藤　二　郎〔陽　南〕

松　本　文一郎〔陽　東）

菊　池　正　仁〔平　石）

坂　寄　悦　男（瑞穂野）

高　山　伝　治（城　山）

松　本　笑　悦（姿　川〕

イ丁　川　秀　男（陽　西）

平　塚　良　雄〔豊　郷）

直　井　　　学（清　原）

小　林　哲　夫（泉が丘）

福l」　　　操（富　崖）

小　島　蒙市郎（雀　宮〕

酒　井　光　一（旭）

高　藤　常　松（星が丘）

粂　川　弘　明〔官の原）

増　渕　藤四郎（横　川）

」1壕　　　障〔国　本）

阿久津　義　正（篠　ル〕

河合芳幸（一条）S鮎0
〔）内は調査員の担当地区

●宇都宮有数育委員会社会教育課職員

塚　出　降　一（社会教育課長）河　越　呂　司〔社会教育課長補佐）〔⊃小　林　鏑　一（文化振興係長）

○定　岡　明　義（文化振興係）0手　塚　英　男（文化振興係）0梁　大　　蔵（文化振興係〕

◎小　松　俊　臆（文化振興係〕○赤石澤　　尭〔文化振興係）〇大　塚　雅　之（文化振興係）

0神　野　安　伸（文化振興係）0今　平　利　幸〔文化振興係）c森　本　久　夫〔文化振関係嘱託）

小　林　祐　‾F－〔文化振興係嘱託〕間　彦　克　子（文化振興係嘱託）0印＝企画編集〔◎印＝上任）
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Ⅰ『宇都宮の旧跡』の調査について

本冊子は，宇都宮市文化財調査活動の一環として実施した「昭和60年度課題別一斉調査」の

テーマ『宇都宮の旧跡』の結果をまとめたものです。

1　目　　的

私たちが普段生活している土地にほ，例外なく長い歴史の上に成立Lています。Lかし地元

の歴史というとゝ　どうしても特定の人物や大きなできごとを考えてしまい，身近な歴史にはな

かなか目が向かないのが実情です。

また，近年は社会情勢の急速な変化や－情報量の増大のために，身近な歴史そのものが意識

されなくなったり－　ひいてほ忘れ去られようとさえしているのが現状です。

そこで，市内全域『こわたって旧跡調査を実施し一　身近な歴史に焦点を当ててみました。

2　調査対象

『旧跡』の調査対象ほ一　国の史跡指定基準を参考にして教育委員会事務局で以下の様な項目

を設けて調査いたLました。

1　古戦場その他政治に関するlしl跡

（1）古戦場　　（2）政治関係の旧跡

2　社寺の跡または【R境軋　壕，磨崖仏，常了

（1）社寺の跡　（2）壕　（3）磨崖仏　（4）堂宇

3　藩校一　私塾，文庫その他教育学芸に関する旧跡

（1）藩校　　　（2）寺子屋　　（3）その他

4　産業一　交通一　十木に関する旧跡

（1）一里塚　（2）並木街道　（3）本陣・脇本陣跡　（4）関屋跡　（5）河岸跡　（6）用水堰

（7）窯跡　　（8）鍛冶場跡　（9）鉱山跡　（州産業関係建物跡

5　墓一　石碑関係

（1）墓　　　（Z）石碑　　（3）古墳

6【R宅地，園地一　井泉，村石および特に由緒のある地域

（1）旧宅地　（2）井泉　　（3）樹木　　（4）その他

7　信仰関係他

8　城跡，屋敷跡

9　その他

3　調査方法

（1）調査

調査ほ直接税地に行って聞き取り調査を中心にLて行いました。また，写真撮影もできるだ

け実施いたしました。



（2）まとめ

「旧跡調査票」に調査結

果を記録し，写真を添付し

ました。

（3）調査地区

調査地区は宇都宮市全域

で行いましたが，各調査員

は原則として，担当地内の

調査を行いました。

（4）調査結果

昭和63年3月までに調査

を実施した旧跡の件数は，

232件に達しました。その

うち161件を今回の『宇都

宮の旧跡』の中に掲載いた

しました。

今回の調査ほ一　宇都宮市

文化財調査員から報告のあ

ったものを中心として－　残

りは事務局で行いましたが，事務局は「宇都宮市史　今8巻」，宇都宮市60周年誌＿l－　田代

善吉著「宇都宮史」等4冊の記載の中から旧跡に関係するもののリストを作成し，このリスト

にしたがって補足調査を実施しました。なお－　このリストは巻末の参考資料編に載せておきま

したので－　御参考になれば幸いです。

したがいまして－　今回の調査では時間的や外の様々な制約によりこのリスト全部を調査する

というわけにはいきませんでした。また，調査物件に閲しましても，全てを本報告書の中に書

くわけにはいきませんでしたので，御了承いただきたく思います。

一つの旧跡には，年代や内容に関しまして諸説ありゝ　それが問題となっているものもありま

す。このような場合にほ原則として「宇都宮市史」の記載を採用させていただきましたのでゝ

この点も併せて御了承いただきたく重ねてお隣い申し卜げます。

（5）本冊子の見方

本文中にある［　］で囲まれた数字は，巻末資料の宇都宮の旧跡地図の数字と一致します。

現在の位置との比較や，旧跡を訪れる場合などに活用してください。ただしゝ　この位置のうち

いくつかは－　推定の位置や人まかな位置としてとらえてあります。また，広範囲の旧跡の場合

には，範囲の中の一点を指Lて全体をノ丁ミすこととLます。



Ⅰ　宇都宮の旧跡

1　古戦場をたずねて

古戦場とはゝ背ここで観いがあったゝ　またはあったことが伝えられている場所のことをいい

ます。ここでほ戊辰戦争を含む江戸時代以前の占‾戦場を掲げておきます。
もiどら

●裳原古戦場

平安時代から戦国時代までゝ宇都宮の地を支配していた宇都宮氏の第11代城主である宇都宮

基網がゝ　小山義政と戦って戦死をLたといわれている場所です。時に康暦2（天授6）年

（1380）のことでした。

この裳原の古戦場といわれている

ところほ何か所かありますが－　その

うちの一つが一　塊茂原2丁目の同道

4号線あたりといわれています。

［l一庄）］現在は奉の年来も多く－

新幹線の架橋などもありy嶋滝偲ば

せるものは全くありません。

なお，茂原2丁目以外にも，親子

都宮口縦隊宇都宮南駐屯地（現・

茂原1丁目）南側のくぼ地だという

話や，石橋町の鞘堂付近だという許 伝裳原古戦場（現・茂原2丁目付近）
もあります。石橋町の鞘堂という地

名ほ，裳原の戦いの時に戦死した者たちのノJの鞘を壕にLたところから起ったという詰もあり

ます。

●幕田古戦場（戊辰戦争）

江戸幕府が終わりを告軋明治新政府に変わろうという隠新政府を認めず幕府体制を守ろ

うとする勢力と，明治新政府の間で武力衝突が起こりました。これが戊辰戦争（戊辰の役）と

いわれるもので，慶応4年（1868）のことです。この掛－ほ宇都宮城をめぐる功防戦も行われ

たので宇都宮の衝ほほとんど焼けてしまいました。当然市内の数多くの場所で戦いが行われま

したが，ここでは幕田の戦いと六道の戦いの2つのみを記載します。

慶応4年4月19日一宇都宮城は幕府方大鳥圭介の前軍としての土方歳三の軍と会津藩士
ぁきづきのぽりのすけ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いむlご

秋月登之助らの軍によって落城してしまいました。このころ7郡宮津を応援するための因幡

（現・鳥取県）－土佐（現・高知県）薄らの新政府軍はゝまだ壬生城にとどまっていました。‾

方壬生城を攻めようとしていた長府軍は，幕田（現・幕田町）〔1－②〕に陣をはったところか

ら，安塚・幕田付近で戦いが起こりました。4月21日の夜から22日にかけこの雨中の激戦で，

死傷者は新政府軍・幕府軍を合わせて100名を越えるものでした。なお，この戦いは新政府軍

の優勢のうちに終了し，幕府軍は幕田から西川田方面へ退却しました。



幕府軍が退却した幕田町の集落を望む〔1－④〕

幕府軍戦死者の墓〔1－③〕　　　（姿川にかかる栃木街道の大森梧より東方を見る）

（現・幕田町）

●六道古戦場

落城Lた宇都宮城を奪いかえすために一新政府は第二・第三救援隊総勢850人程度を派遣し

ました。新政府軍と幕府軍は鶴田（硯・鶴田町）や滝の構成［1－⑤〕（現・滝谷町）などで撃

ち合いになった後一　六

道口［1－⑥］で大激

戦となりました。戦い

ほ4月23日の早朝から

はじまり午後3時ごろ

幕府叩ほ新政府軍の攻

撃に耐えきれず一　宇都

宮城を放棄し，二荒川

神社から八幡山・徳次

郎方面へと退却Lてい

きました。この戦いで

命を落とした幕府軍の

戦死者（会津藩中心）
六道にある戊辰戦争戦死者の墓（硯・西原1丁目）

が六道の交差点の角恨

ノIi巳られゝ近所の方のfできれいに手人れされており－　現在でも多くの方がお参りしていくそう

です。一万新政府軍として命を落とした人たちは一報恩寸！二1一⑦〕や光琳寺［1－⑧〕など

の多くの寺に軋られています。

ー5



報恩寺（現・西原1丁目）官修墓地　　　　　光琳寺（現・西原1丁目）官修墓地

（注…官修墓地とは1新政府軍とLて戦死」た者の墓のことをいいます。官修墳墓とも

いいます。）

もっと知りたい人のために

●裳原の戟い

鎌倉時代が終わり一室町時代へと移るころの話です。当時ほ建武の新政（1333年～〕に

失敗した後醍醐天皇ほ1336年に吉野（硯・和周畑l県）に移りました。一ノ上　京都にいた足

利尊氏が朝廷をたてたため一　両朝〔吉野〕と北朝（京都）の大皇が同時にいる世となって

しまいました。この争いほ全国的に広がりあちらこちらで南朝方と北朝方の　二つに分かれ

て争いが繰り広げられました。当時，宇都宮の第9代城主であった公綱は北朝方について，

南朝力の楠木正成らと戦い勇名を全国に轟かせました。しかし－　北條氏が滅亡すると公

綱は適に南朝加こつき一足利尊氏を破ったりもしていました。公網の子氏嗣ほ－　父が京都

で戦っている時わずか13才で城‾tとなり，有力家臣である芳賀禅可清原高名とともに宇都

宮の地を収り仕切っていました。氏綱は父と違い－　北朝方に味方をしたため，父と了－の争

いで宇都宮家は分裂状態に陥りまLた。そのような中で氏綱は上野一　越後日の守護職とな

るほど，着実に関東一円に勢力を広めていきましたが－　やほり関東で勢ノ」を伸ばそうとL

ていた上杉憲顕との戦いに破れるとだんだんと勢力も衰えていき，L杉氏が室町幕府の開

東管領として関東を取り仕切るようになりました。

そのような中で′Jゝ山周辺を支配Lていた小山氏は，勢力を伸ばそうとするうちに下郡庖

氏との争いが起きてきました。康贋2（大授6）年（1380）の5月16Rにとうとう宇都宮

氏と′」叫l氏の争いが表面化し，裳原の戦いとなってあらわれてしまいまLた。この戦いで

′」Ⅷ」万は人門人道親子をはじめ親戚・家臣等200人はかりが1宇都宮万ほ氏綱の了である

11代城主真鯛をはじめ芳賀一族等の家臣80人あまりが戦タヒするという激しい戦いでした。

この戦いをきっかけとLて鎌倉公方足利氏満によって－　′Jl山民政撃〔3匡けこわたる）が行

われた′」ゝ山義政の乱がほじまったのでした。この乱ほ17年の艮期にもわたり一　括果とLて

′」叫喚は滅亡してしまいました。



●戊辰戦争

250年続いた江戸幕府が慶応3年（1867）大政奉還をし，天皇を中心とする社会に変わり

ました。これをもって682年も続いた武家社会が終わりを告げたのですが一　武士の中には

新しい政府ほ認めず－　あくまでも戦う決ノ這‾この者達が多くおりまLた。これらの者達は慶応

4年〔1868）4」Jllロデ工戸を出て千葉の市川に一　大鳥圭介（播磨・現・兵庫鋸出身■荒府

の歩兵奉行）を1「心として2000人以上の者が集まりました。幕肘軍ほその後二手に分かれ

て北上していきました。一方，

宇都宮の地を重要視した二新政府

市は，宇都宮へ兵を集めるとと

もに一　人鳥圭介を中心とする幕

府軍（市岡参照）を迎え撃つた

めに小LL」へ兵を送りました。小

山で幕府軍と新政府′下の戦いと

なりまLたがゝ　幕府軍の勝利に

終わり，宇都宮を目指して進軍

してきました。一カー　先鋒隊と

して大鳥と別行動せとっていた
ひじかたとLぞう　　あきつきの～三りのすげ

土力‾歳三や秋月窄之介らは刑部

村（現・西刑部町付近）に泊り，

4月19R二手に分かれて宇都宮

城を攻めました。城を守ってい

た宇都宮・ノ軌jlら諸藩もよく戦

いましたが一　夕方には幕府軍に

忠恕公の隠れた御穴

（現■新里町）

　　ト

人

幕府軍の進路（「宇都宮市史」第6巻より抜すい）

城を【⊥f拠されてしまいました。命からがら逃げ州した城主の

忠恕は－　農民の姿に身を変えて－　鞍掛Ilrしぃ腹の御穴［1－

⑨〕の中で二日間身を隠しており，栃木を通って館林へと落

ちのびて行きまLた。

新政府軍ほ宇都宮城をとりもどすため，薩摩藩（現・鹿児

島県）長州藩〔現・帖l－r県）土佐藩（現・高知県）を中心と



して体制を立て直すなど宇都宮城攻撃の準備を進めました。22Rほ安塚村（魂・工′ト町）でゝ

壬生城を攻めようとした幕府軍と新政府軍とのl昌」で，雨中の激戦となりました。幕府軍の勢力

が優っていましたが－薩摩軍の応援などで新政府が盛り返したうちに戦いを終えました0翌23

Rにほ新政府革は宇都宮城総攻撃を仕掛けました。宇都宮諾が先陣となり西川m方面からノく道

l］を攻撃しましたが卜幕府軍も必死に応戦し大激戦となりまLた。その私大山弥助〔厳・後

の元帥〕らの援軍により新政府革は－　六道＝を

突破し一　宇都宮城を三方向から攻撃しまLた。

幕府軍は城を出て二荒山神祉から八幡‥l〔1－

⑲〕に逃れ，応戦していましたが，攻－＝こ徳次

郎を抜けて一　人沢・今市へと敗走しまLた。こ

の時の戦いで宇都宮威および二荒什神社ほ焼け

てしまい，市街のほとんども焼失Lてしまいま

Lた。このの23［」の軟いの戦死者は一　新政府軍

・幕府軍合わせて100人を越える悲惨なもので

なお，城主忠恕公ほ無理な行動と戦いのため

体調をくずし，4月27日に急に亡くなってLま

いました。

戸田忠恕公の墓（英巌寺・硯・花房本町）

2　政治に関する旧跡

この項では，政治に関するrし】

跡のうち，特に汀戸時代の高札

場について見ていきます。高札

とほ，室町時代や汁ノーr時代に禁

令（やってはいけないこと〕や

法令（守るべきこと）を人々に

知らせるために街頭に1」／二てた石

板です。

●雀宮宿高札場

雀宮宿の高札場は雀宮宿本陣

のすぐ北側（日光街道の西側）
lこっこ5とうちゅう‾rえ

にあると「日光道中園絵」や

「日光道中分間延絵図」などに

－8

慶応4年の高札（上欠町りト川氏蔵）



描かれています。

現在は，雀宮2丁目2番地か3番地あたりのと

ころだと思われますっ［2一①〕交通嵐の多い画

遺4サ線灘いに面Lており－その痕跡を見つける

ことほできません。

●宇都宮積商札場

7都官宿の高札場ほIl＿卜伝即丁にありました。道

の北側にあり′Jl伝馬町への入口のところです。

現在は，泉町6番地の人通りに止したあたり

［2一②〕になります。

なかと〈じちうl＿－♪く

●中徳次郎宿高札場

1‾一徳次郎町の高札場ほ一　宿の一番北側で道路の

西側にありまLた。現在はl』道293号線との交差 復元高札場（仙台市博物館）

点付近ではないかと思われます。［2－③〕

以上一宇都官市内のl三な．烏札易をあげましたが，それ以外にも台新田（現・台新口町）［2－

④〕ゝ今泉村（現・今泉4」‾日？）［2－⑤〕，竹林村（硯・竹林町）〔2－⑥］，け7祭村（現・

上戸祭町）二2－⑦］－野沢付（硯・野沢町）〔2－⑧］，卜徳次郎楢〔現・徳次郎町）〔2－

⑨］－小池村（現・上小池町）〔2－⑲］などに高札場があったことが「日光道中分間延絵図」

に見ることができます。これら以外の村々にも必ず高札場は設けられていました。

3　寺院の跡をたずねて（廃寺）

現私宇都宮市内にある寺院の数ほ－（「栃木県宗教法人名牌」栃木県総務部文書学事課刊を

参照した。内容は仏教系の宗教法人数）74にのぽります。子＿【二戸時代においてほ－　キリスト教を

禁止する一つの方法として，寺請制度を設けました。これほ，すべての者がどこかの寺院の

墟家にならなくてはいけない。というものでした。このため各地に非常に多くの寺院が建てら

れていきました。宇都宮市史6巻にq〕っている廃寺（現在なくなってしまった寺）を調べてみ

ますと106か所も数えあげることができました。もっともこの数の中には，陽北・陽南・陽西

・陽束・泉が丘・宮の原・清原・威rlい條井地区のものほ含まれておりませんので，数はもっ

と多くなるはずです。

これらの寺院は明潜になって急速に数が減っていきました。これは慶応4年（186郎　3月に

出されたl‾神仏分離令」のためです。これほ当時国を治める上でゝ仏教と神道の区別をはっき
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りさせるために行われたものです。これは－　仏教に対Lてほ排斥的なものとなり一　冬地で

廃仏毀釈（仏教的なものをしりぞけて－　寺院や仏像をこわLたりすること）が行われゝ　多くの

寺院が廃寺となるに至ったのです。

例えば市街地の廃寺を見てみますと，‾F岡のようになります。

宇都宮城下の廃寺

実に多くの寺が廃寺となったか分かっていただけると思います。宇都宮城を守るということ

から，寺が威を囲むようにして配置されている様子がよく分かります。

以下，いくつかの廃寺跡を紹介していきます。

ーー1㌔－



●英巌寺［3－①］

現在，宇都宮市指定史跡になっている英

巌寺跡は一　新国道沿いにある滝沢病院の裏

手になります。ここにほ江戸時代の中頃か

ら終わりまで一　宇都宮津の城tであった戸

田氏の墓所があります。この寺は，戸出

恩真が宝永7年（1710）に宇都宮城主に

なった時に建てられましたがそれ以前にも

戸田氏が移る先々で建てられていました。

伊豆下田・天草富岡・京都・岩槻，そして 英巌寺跡（現・花房本町）

越後高出を経で‾j三部官の地に建てられたの

です。当然ゝ　戸田氏が寛延2年（17個〕に島原へ所替え（薦府の命令により港を変わらせられ

ること）になった時にも，共厳寺は移されました。現在英巌寺にはノ佃氏の墓がありますが－

これらは明新になって建てられたもので－　もともとこの

寺は位牌を安置し供養するためのものでした。城しの一

族や奉安な藩上が死LLた時には，この英巌寺で葬式せ

行い，その後城主は汁戸牛込の松源寺の墓地へ－藩l二は

真筆宇都宮城下の各寺院へ埠葬されたのです。

戸田忠恕公の墓

英厳寺の広さほ－　数千坪もあり－　その中に位牌華や僧

堂がありましたがゝ　戊辰の役で戦火を受け－　倉庫以外ほ

すべて灰と化LてLまいました。

その後，梅の名所として名をはせまLたが一　視在は公

園となり－　数本の老侮とゝ　市指定になっているイヌツゲ

の巨木のみが当時の様子せ偲ほせてくれます。

あんようし－ん

●安養院［3－③〕

城下町宇部′宮ほ一　日北東照官へお参りする

将軍の宿泊場所でもありました。宇都宮を川

発した後は日光街道を北上していくわけです

が，その際にこの安養院で′」1休止をとったと

いわれています。将軍が休む程ですから相当

に‾立派な寺であったと考えられます。

現在では寺が建っていた形跡は認められま

せんが，上徳次郎町の上町公民館の西側の台

地上にある墓が当時の面影をわずかばかり伝

えてくれています。

11
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てんク〕う［

●天王う≒〔3－③］

天王寺廃寺跡はゝ国道293号線と新里街道のほぼ真北に2k皿人った大土寺集落にありまし

た。明治の初めごろ，廃寺になったと仏えられていますが一塊在でも礎石（鏡つき堂〕となっ

ていたとしlつの大きな石が四個畑の中に残っています。また－　この寺は新里地区でも格式が最も

高い寺であったもといわれています。

現在は寺の敷地のほとんどが畑となっていますが，寺の人口とみられるところに歴代住職の

慕が温んでいます。その中でも特にRを引くのは－「開山王l』不「l尚大禅師」と刻まれている石塔

です。この石塔は県指定の史跡になっている徳次郎町のイム法寺にある炒哲禅師の墓［3－④〕

と大変似ています。天∃二寺跡と伝法寺ほ互いに遠い

位置にあるようですが，実際ほ1」」一つ隔ただけの近

いところにあるのです。王口和尚ほ文献にもけてき

ませんが－　妙哲と深いつながりがあったのかもLれ

ません。

天王寺跡（現・新里町）

●薬王院［3－⑤］

宇都宮南高校南にある東掛町の交差ぶ

の南東側にある集会場が薬王院跡です。

集会場の前には「二荒山」の石碑が建っ

ており，裏側には墓地があります。

私たちの家の近くにも多くの墓地があ

りますが－　その中のいくつかは寺院かも

しれません。ノく地蔵があったり－　卵塔型

の墓石（住職の墓）があればまず間違い

ありません。東谷町の薬王院はこのよう

なゝ　私たちの身近にある寺跡の一つなの

です。

開山芸田和尚の墓石

薬王院跡（現・東谷町）
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4　壕（士を盛り上げて）

壕とは一般に－　土を高く盛って築いた墓とか－　何かの供養のために土を盛ったものなどを指

します。種類も非常に多くあり古くは豪族の頭の墓であった古墳から，行者が生き埋めに

なったという伝説のある行人壕一農業の神様である庚申サマを供養するための庚申塚など，

数えきれない程です。この項では市や県の指定史跡となっているような古墳を除いた代表的な

塚をいくつか紹介します。

●宗門塚

宗門とは－　平安時代の末から安土桃山時代までの約550年間，宇都宮の城主として活躍した

宇都宮氏の祖となる人です。この宗門の墓といわれている場所が市内に2カ所あります。一つ

はF荒針町羽下の山の中で［4－①〕－　もう一カ所ほ新里町口枝神社正面にあるオカザキ山と

呼ばれているところです。［4－②〕

宗門場　　　　　　　　　　　　　　　　　　羽下葉師

卜荒針町の宗円塚ほゝ　20m程の高さの尾根上にあり－　直径18m高さ3m程の円墳です。当然

宗門が死んだ年代と古墳が築かれた年代には1000年程度の開きがあ？一木11うに宗門の墓である

とほいえません。しかしゝ　宗門壕のすぐ十‾にある猪Ll氏ほ－　宗門が租といわれているノ∪卜＝毛の

子孫であると伝えられています。また一　足号（家の別称）が掘の内であり－　中世の豪族との強

いつながりを考えさせます。さらに宗門壕から南西へ500m程子」‾‾ったところにほ－1F」‾指定の文

化射である羽卜の薬師如来像がありますが，この薬師如来の制作は平安時代の巾～後期でありゝ

まさに宗門が活躍Lた時代と一致します。下荒針町の羽卜付近には占‾い時代の繁栄を偲ばせる

ものが多くあり－　それらが宗「L」のイメ〉－ジと重なって伝えられたものではないかと思われます。

一方ゝ　新里町の方ですがゝ　新里の神郷日枝神社〔4【③〕の南の方角にあるオカザキ山に，

宗円が面巳られているといわれています。このオガザキ‥rは一　口伎神社の鳥居から一1白二線上に．あ

る小高い丘で，R伎神社と対面しているようにも見えます。また－　R枝神社は－市指定無形又

化財になっている宗門獅子舞が舞われる場所でもあります。宗門獅了一舞は宗門が賊従退散の

祈蒔のため舞わしめた－　という伝説があり，このようなところからオカザキ山の伝説が生まれ

たのでほないかと思われます。
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日枝神社からオカザキ山を望む

宗円獅子舞

もっと知りたい人のために

日枝神社

●藤原㌫円

平安時代の中期，一条天皇の摂政〔天皇に代って政治をする廿〕となり権力をふるってい

たのが藤原兼家でLた。宗門ほこ町藤原兼家の次男藤原道兼の孫藤原兼房の次男と言われてい

ます。永承6年（1051）陸奥（現在の東北地方〕の豪族安倍氏か朝廷に反旗をひるがえLまL

た。この安倍氏をおさえるために源頗義・義家父了－を朝廷は派遣しました。この途サト野

（現・栃木県）を通りましたがゝ　この時戦勝を祈るための僧什はLて宗円は従ってきました。

三言円ほ戦勝祈願のため－　氏家郷勝山（現・氏家勝山）にとどまり祈りをあげまLた。時に大音

2年（1054）のことです。この時に祈った不動明王を康平6年〔1063）に多気山に安置Lて－

出下城（現・出下町）を築きましたが，後に卜野間主に命じられ宇都宮城‾＝こなったといいま

す。この時の不動明王がゝ　多気山持ノ宝院にある市指定文化財の不動明土です。宗「Jjはこの後－

口光＝輸土寺の座ト（住職）や宇都宮の神社寺院をとりLきり－　その勢ノ」ほ下野国だけでなく

常陸（現・茨城県）にまで及んだといわれています。宗門ほ宇都宮氏の祖先であるはかりでな

く，八田・小口・氏家・塩谷・横田・上三川・多功・武戊氏の祖先であるともいわれています。
て乍えい

大永2年（1111）に69／身‾又は79ノ㌢‾で」くなったと伝えられています。

14



宇都宮にとって宗Hは重要な人物となっていますが一　腰史的な記述に乏しくゝ　宗門の存在す

ら疑問視する研究者もいます。ちなみに，宇都宮氏の中で最初に確実な文献資料にのっている

のほ－　3代城主戟網からです。しかL，現在の宇都宮市に宗門がかかわる史跡や伝承が多いこ

とは，宇都宮市民の心の中に宗＝は確実に生き続けているといってもよいでしょう。

●和尚塚［4－④〕

宇都宮馴からノf祭営業斬行きの路線バス

の巾に和尚塚経由というものがあります。

県宜美術館の」ヒ側から〃祭小の両側を通る

和尚塚展「道をバスは走っていますがゝ　いぎ

和尚塚の場欄となると知らない人もいるの

ではないでLようか。さて，和尚壕は－　こ

の和尚壕街道の西側にある遠歓寺の境内に

あります。付近は住宅地として開発されて

いますが－　塚には大人が何本か繁り旨の面

和尚壕

影をとどめています。高さ約2．5皿一辺が30皿四角形をしたちょうど相撲の＿－1二俵のような形に

なっていますが，これは昭和8年（1933）に納骨堂を作るためゝ　壕の上の部分を削ってLまっ

たためなのです。この時に石棺・軽石〔石にお経を書いたもの）・供養碑が出土しまLた。こ

の供養碑によると一利尚塚は八幡【L」西の祥嚢笥［4－⑤］を開いた良訓和尚の墓ではないかと

考えられています。なお－　良訓ほ人永4年（15Z4）に亡くなりました。
ぎ⊥うづか

●経塚

経塚とは－　一般に仏教の教典を地中に埋めてその上に盛り十をしたものを指します。大き

さは直径10m，高さ2m程のものが多いのですがゝ　円墳と形が似ているためよく混同されます。

r■J墳の小さいもの（′Jll▲」墳）は6～7世紀を中心として作られまLたが，経塚の方は1lえ安時代

聖山公園遺跡内1・2・3号経塚〔4－⑥〕
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（11世紀〕から現代まで作られています。一番多く作られたのが平安時代の終わりごろと，室

町時代のころでLた。

宇都宮市内にはゝ　古墳を除く高塚または供養壕と呼ばれているものが200近く報告されてい

ます。このうちいくつが痙塚なのかは発掘をしてみないと分かりませんが－相当な数になると

予想できます。昭和57年度から発掘調査をほじめた聖山公園遺跡の巾には3つの経塚があり，

すべて調査をしました。規模はそれぞれ直径7．5m・高さ1．3m，直径6m・高さ0．8m，直径

7．3m・高さ1．2mとやや小さめでしたがゝ　このうち直径6皿の塚から鋼でできた経簡（お経

を入れて経塚笹埋めるための筒）が発見されました。この経簡の扉部分にほ銘が刻まれており，

それによるとこの経筒は享禄2年（1592）に上州（群馬県）四万ノーl（吾妻郡中之条町・温泉

郷とLて有名）に住んでいた六十六部（日本各地66ケ所をまわって66都の法華経をそれぞれの

霊場に安置する僧侶）′うミ納めたと記してあります。現在これらの経塚は墓地造成のために消滅

してしまいました。

●庚申塚

農業の守り神とLてさまぎまなものがありますがゝ　一得代表的なものとして庚申サマがあげ

られるでしょう。庚申とは甲乙丙」‾・・・の十Tと子丑寅卯・・・の十二支の組み合わせ（60で1回り

する。これをHとか年にあてほめて用いる。60日および60年ごとに一つの組み合わせが再び

やってくる。60才の誕生口の還暦はこの組み合わせが1夏型りしたという意味）の一つです。こ

の庚申サマを信仰する人で講という削織〔たいてい隣近所で組織する）を作り－　60口に－一度－

宿（順まわりで当番になった家のこと）に集まり，一晩中寝ないで飲食をする－　というもので

す。これは人間の休の中には三戸の虫がおり－　この庚申の佼人間が寝ているうちに体から抜け

出し－　天の神様に，前の庚申のとから60日間に犯した悪い事をすべて報告します。天の神様は

その報告によって人l別の寿命を締めてしまう，というのです。そこで一　人々はこの攻ほ寝ない

でいるのです。現在はテレビや映

両・遊園地など頚…Lむものがいく

らでもありまLたが一　昔はこの庚

申待が一種の休日や楽しみの場の

役を兼ねていました。農業の豊作

を祈るとともにレクリエーション

もという訳です。

さて60口に一度の顔中の集まり

（庚申待）に対して60年日の庚申

の年には庚申塔とよばれる石塔や

ツカマルメといわれる庚Ir】壕を築

きます。一番最近の庚申の年は昭

和55年でLたが－　この時市内各地

で庚申塔が建てられました。Lか

上小池町〔4一⑥〕の庚申塚
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し－　現在分かっているところでは一　両の北都の⊥小池町や下乗町などでこの年に庚申塚がつく

られました。また－　それ以外にもー　庚申塚の跡は市内でも数ケ所で見ることもできます。ちな

みに，今度の庚申の年は2040隼になります。

●おしどり壕［4－⑦〕

人通りと南大通りを結ぶ

今′」1路通りから人叫‾通りに

入った100m程先の右手に

おしどり塚公園があります。

近代的なビルが近くに林1ンニ

Lていますが，ここは無住

法師が鎌倉時代に書いた

「沙木賃」の寸・で紹介し

ている物語の跡として－1†J

の文化財に指定されていま

す。

その物語とは次のような

ものです。 おLどり壕公園

鎌倉時代のことです。‾＿荒川神社の東側を流れていた求食川l・まゝ　川岸に例が茂っていて水鳥

たちのよい住いでした。この求食川からゝ　八幡山一帯を猟の場としていた猟帥がおりました。

ある時－　この猟師は一日中∴獲物を求めて山を歩きまわりまLたが，兎一羽さえしとめるこ

とができず－　がっかりして家路につきました。そして，求食川のほとりを通りかかった猟帥が－

のどかに遊んでいる一つがいのおLどりを見つけました。猟師は－　喜んで弓をひきしぼり矢を

放ったところ－　ねらい違わず雄のおしどりの命巾しました。猟師は首を切り落として雌のおL

どりを持ち帰りました。翌日ゝ　猟師が川岸を通りかかったところ一　昨日のおLどりを射とめた

場所に一羽の雌のおしどりがうずくまっていました。猟師ほ動かないおしどりですので，簡単

にしとめることができました。ところが－　そのおしどりをあげてみたところ，昨］ころした雌

のおしどりの首を羽の‾‾F‾にだいていたのでした。

これを見た猟師はゝ　鳥のもつ愛情に深く心を打たれゝ　今までの行いを後悔し頭をまるめ僧侶

になり－　川岸に壕を造りゝ　右‾塔を建てておしどりの菩提をとむらったということです。

（昭和58年宇都宮市教育委員会発行「宇都宮の民謡」より）

物語の中の壕や泡は，時代がたつにつれていつの間にかなくなってしまいゝ供養する石塔だ

けが当時の面影を偲ばせてくれていましたがゝ　昭和63年度に公園の整備が行われたことにより－

当時のイメージに近いものになりました。
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5　磨崖仏をたずねて

磨崖仏とほ，自然の岩壁に彫刻された仏像の事をいいます。海外ではインドや中国に多くみ

られますが，国内でも京都笠置寺の弥勒人仏や大分県臼杵の石仏群など各地にも見ることがで

きます。宇都宮市内でも全国に名を轟かせている人谷寺の臍崖仏および岩本町の磨崖仏の　‾＿

ケ所で見ることができます。

●大谷寺の磨崖仏〔5－①〕

大谷町大谷寺の大谷観音として有名な磨崖仏は全部で十体ありゝ　国指定の特別史跡および重

要文化財の二重指定を受けている大変貴重なものでゝ　平安時代から鎌倉時代にかけて作られま

した。作り方は石心塑造（岩壁

18

面に仏像を荒彫りしゝ　その上に

粘土をつけて形を整えさらに漆

を塗り色をつけたり，金箔を

はったりしたもの）というめず

らしいカ法で作られています。

人谷寺の本尊となっているの

が一　千手観音です。数多くの手

を持ち－　多くの人を救ってくだ

さるというもので－　この右‾仏ほ

平安時代の初期（今から約丁一年

前）に作られたといわれます。

下手観音よりも古いといわれ

ているのが薬師二尊です。他の

石仏と比べて－一番小さいもので

薬師如1来を中央に一　向かって右
にっこうさi芸つ　　　　　　　カニっこうたさつ

に日光菩薩一　左に月光菩薩がい

ます。この右‾仏も平安時代の初

期に作られたといわれています。

その次が－　釈迦三尊とよばれ

ているものです。中央に釈迦如
ちい　　　　　　　　　　　　　　　　もんじゅIゴさつ

来ゝ　向かって右に文殊菩薩，左

に普資菩薩がいます。この石仏

は平安時代後期（約800年折）

に作られたといわれています。

最後に作られたのが，阿弥陀

石造伝千手観音菩薩立像



「尊とよばれているものです。巾央に

阿弥陀如来一　向かって右に観音菩薩，

左に勢至菩薩がいます。これほ鎌倉時

代の作（約700年前）といわれていま

す。

これらの石仏は文化8年（1811）の

火災のために－　全身が火であぶられ赤

茶色く焦げ一　業占土もおちてしまいまL

たが－　それでもなお堂々たる姿に荘厳

さがありゝ　それぞれの仏像のもつすぼ

らしさは一切失ってはいません。

石造伝薬師三尊像

石造伝釈迦三尊像 石造伝阿弥陀三尊像

大谷寺は坂東19番目の観音霊場であり，一年を通して参拝者でにぎわっています。本尊の

千手観音は弘法大師が一夜のうちに彫り上げたという伝説も残っており，平安時代から現代ま

での歴史の流れを感じさせてくれます。
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●岩本の磨崖仏〔5－②〕

臍崖仏といえば「大谷観音」とすぐ連想してし

まいますがゝ　大谷観音の他にも再l如こ磨崖仏があ

るのです。岩原町を流れる立田川にかかる豆出橋

の南東方向の小■島い丘の⊥にあります。岩木の公

民館の繭から凝灰岩の階段をのぼったところの右

手正面に鉄の扉があり－　その中に磨崖仏2体の姿

を見る事ができます。大谷寺のものよりほるかに

′」1さいものですが‥馬頭観音と地蔵菩薩が＿並んで

おり地元で手厚く祀られています。

岩本の磨崖仏（右馬頭観音・左地蔵菩薩）

はんこう　　」ルうどうかん

6　宇都宮藩の藩校「修道館」

藩校とは一　江ノ‾f時代に各港が

その蕗の了一弟を教育するために

作った，現在の学校に相当する

施設の事です。一番古い例は岡
はなはたけき⊥う

山藩（硯・岡山県）の花畑　教

場で寛永18年（1841）で－以後

明治4年〔1871）までに今岡で

255校程作られまLた。

宇都宮帝の場合は，文化8～

12年（1811～1817）のころにゝ
ひヤつけんiまり

古間掘繭に設けられたもの

［6－①〕が最初で潔進館と名

付けられました。

岩本の磨崖仏の外闇（硯・岩原町）

修道舘跡（現・中央1丁目）
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その後安政5年（1858）に潔進館を大手門

の中に移し〔6－②〕修道館と名を改めまし

た。日本や中国の歴史書を学習するのほもち
やり　　ゆ丸　　けん　　じゅうじゅつ

ろんの事，槍・弓・剣・柔術などの武芸も

課目の巾に入っていました。学習の程度に

ょって三段階に分かれており，試験にとおら

なければ上の段階には進めませんでした。生

徒の数は大体5D名で，授業料ほ個人からは徴

収せずに藩の財政でまかないました。ちなみ

に－　当時年間1100両ぐらいの経費がかかって

おり単純に計算すると一人当り現在の100方

「」近くにもなります。 修道館平面図（宇都宮市史第6巻より抜粋）

この修道館は数多くの優秀な人材を輩出

しましたが，明治4年（1871）廃藩置県が実施されるとともに閉校になりました。修道館跡に

ほその後病院や中部公民館などが建てられましたが，現在でほ市横地の－‾角を形成するのみと

なってしまい一昔の繁栄を偲はせるものは残念ながら見つけることはできません。

7　寺子屋や塾の跡

寺子屋とほ江い時代の半ばから明治時代はじめごろにかけて活動していた民聞の教育の場で

す。宇都宮市の場乱記録に残ったものの中で一番占いものほ，元文元年（1736）のころ姐Ir

村古賀志の北条伯教が開いた剣道場です。以来明治のはじめまでの間に50近い寺子屋や塾を

見出すことができます。

教えていたのは修験者（山に登ったりして修

業をする老ゝll卜伏ともいう〕や医者ゝ宇都宮審

の武卜などでゝ読み書きをLトムとしてそろばん

から剣道や礼儀作法まで教えていました。

いわ言きだんきち

●岩崎団吉寺子屋

宇都宮‾l‾‡」‾宝木本町の通称仁良壕街道が東北自

動車道をわたったあたり（l頁本中央小付近）を

仁良塚といいます。ここで慶応元年〔1865〕～

明治4年（1871）まで－岩崎虻はという人が寺

了屠を閃きました。［7－①］，岩崎団吉翁は地

元のためによ人用水の開墾にも多大な功績をあ

げた人で，仁良壕街道沿いには岩崎団吉翁をた

たえる碑もあります。二7－②〕
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●ド荒針町明保舎

鹿沼横道の長坂の途中に久保とい

うバス停があります。ここから北へ

500m程行ったところが，明保舎と

いう寺了届があったところ’です［7

－③］現在の戸主である安生て女夫氏

の先祖の安生佐一郎氏が明治6年に

白宅を開放してゝ　学舎にあてたとい

います。教師は御子貝光三があたり，

多くの門卜生を育てました。この明

保舎は明治6年（1873）からはじま 明保舎跡（現・下荒針町1安生安夫氏宅）
りましたが，地元の了－どもだけでな

く大谷や駅性＿の子どもたちも来るようになり，明治13年に（1880）学校を‾‾F荒針町の金沢［7

一④〕に移しました。この学校は地元では金沢学校とか明保学校と呼んでいました。この学校

ほ明治30年に威し山南′」1学校ができたときに廃校となりました。金沢学校ほ現在では栗林となっ

ており，当時の面影は残っていません。

金沢学校跡（現・下荒針町金沢）

高
山
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作

明
保
学
校
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可
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明
治
十
三
年
一
月
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日
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木
懸
河
内
部
役
所

建築担当辞令書き下し文

劇
誘
け
サ
一
昔

∴
．
∴
丹
∵

彦
作

■

下荒針町高山伝治氏宅に残る明保学校

（金沢学校）建築担当の辞令

辞令を読み下すと以卜のようになります。

高山　真作

明保学校の築造の担当を致す可き事

明治13年1月20日

栃木県河内郡役所
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くらいゆうけし－

●倉井友敬塾［7－⑤〕

江戸時代の終わりごろ，雀宮村の針ケ谷

でほゝ　医師であった倉井友敬が弘化4年

〔1847）に医師の開業とl司時に熟も開きま

した。読み書き算数を巾心に教えていまし

たがゝ　多くの生徒を集め一　明治4年（187

1）には男女合わせて100人近く生徒がいた

そうです。倉井友敬は信望が厚く，明治27

年（1894）には教え子たちが友敬のための

石碑も立てています。現在石碑は貞氏宅の

庭に1」／二っています。

倉井友敬塾跡（現・針ケ谷町1241倉井貢氏宅）

しりらりづカ

8　街道に残る一里塚

一里塚とは，江戸時代に主な街道沿いに1甲二〔約4血）ごとに作られた塚で－距離のめやす

にしました。江戸のR本橋を起点としており－　もともとの壕の直径は9m程ありましたが－　後

の道路拡張や耕作などによってすべて壊されてしまったり，規模が′JlさくなったりLています。

壕のトにはエノキが植えられているものが多くありますがゝ真の木陰や遠くからも見えるH印

とLての役割などが多くあったためであるといわれています。

宇都宮は奥州街道と日光街道の分岐点でありゝ五街道のうちの2本が通っているわけです

から，一里塚も数多くありました。しかし，壬生街道の西川円付近の一里塚や奥州街道の海道

一里塚は壕ほもちろんのこと，その場所さえも特定することほできませんでした。また－雀宮

一里壕江曽島の一里塚〔現・江曽島町一里）一新出町一軍＿壕（現・清住通り〕は現在では塚は完

やになくなっています。Lかし，∪光綺道も北の方は比較的良く残っています。ではこれらの

一里塚を南から見ていきます。

●雀宮一里塚［8－①〕

雀宮の一里塚は－　当然絵図等でほ確

認できるのですが一　本当の場所となる

と特定できません。今回の非査では－

雀宮5丁臼の早川輪業店あたりではな

いかとのことでした。この雀宮一里塚

は江戸日本橋から数えて25里にあたり

昔は点の優に榎，西の頓にほ桧が植

わっていたそうです。

雀宮一里塚（現・雀宮5丁目）
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●江曽島の一里塚［8－②〕

江曽島の一里塚ほ江戸から26里にあた

り，東の塚に杉・丙の塚むこ桧が植わっ

ていると古絵図にはありますが，現在で

ほ壕はもちろんありませんし－　その場所

も明確でほありません。現在の国道4号

がJR東北線に近づいた江曽島町のあた

りに，唯一一里という地名が残っている

だけとなってしまいました。

●新田町の一里塚〔8－③〕

比較的昔の街道の面影をとどめている

清住通りの途中に一里塚ほありました。

現在は全く壕はありませんが，もとは束

西の両方の優に杉が植えてありまLた。

場所の特定も難Lいのですが－　絵図等に

ょれば－　宅勝寺の入口の南側・現存の県

庁前通りと清住通りが交差するあたりで

あると思われます。

●卜戸祭一一里塚〔8－④〕

江戸から28里の卜戸祭一里塚は，国道

119号線沿いにある戸祭自動車教習所の

南にあります。現在でも東西両方の塚は

残っていますが－　阿道を改修した時に壕

も整備しました。東側の壕には松が植え

てありましたが現在は石柱のみです。西

側は杉が植えてあったそうですが現在は

桧が植えられています。

一里塚（江曽島町一里）付近

一里塚（宝勝寺より南東を臨む）付近

上戸禦一里塚西側壕（現・上戸崇4丁目）
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こうヤ（三1PL

●高谷林一里塚［8

高谷林一里壕西側壕（徳次郎町）

高谷林一里塚は国道119号を東北自動車道の交差する

ところの南に一　束四面力‾の壕とも見ることかできます。

東側の壕ほ昭和58年度に一部修復していますがゝ　西側の

塚ほ自然のままの姿で残っています。桜2木と桧1木

が植えられています。

●石那圧仁一里場〔8－⑥〕

汁ノニートから30里のこの一里塚ほ一　石那口

町の一里塚バス停のところにあります。

北側の塚はやほり一部修復されています。

南側の壕ほほんの一剖；だけ塚の痕跡が認

められる程度になってしまいました。

口光街道袷小にほ上小池町にも一′畢壕

がありますが［8－（歪二　丙の塚のみ残っ

ています。これは卜′」1池町の新渡神社の

今市寄りに見ることができます。

高谷林】里壕東側壕（硯・下金井町）

石那田一里塚（現・石那田町）

9　大名の宿1本陣1脇本陣をたずねて

本陣とは，江戸時代に各宿場に設けられた大名や幕府の使節などが休んだり泊ったりする施

設です。また－　脇本陣は，本陣に従者等が泊れない場合に用いた宿で，－一般の旅館などと異な

り格式が高くぜいたくな作りになっています。

市内の宿場で最大のものはやはり7都宮宿ですがゝ　現在でほ今く芹のl射影を偲ぶものはあ

りません。本陣は現在の伝馬町3番地一帯にあたります。当時の建物は建坪で191坪もあり，日
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光街道で2番［‖こ大きい本陣でした。［9－①〕本

陣を勤めた老ほ，時代によっても異なりましたが，

最後ほ伝馬町の上野新右衛門が勤めました。

一方，脇本陣もやはり時代によって異なります

が複数の宿があてられたとの記録もあります。そ

の脇本陣であった林圧兵衛の「箱屋」の見取り図

が右の写真です。相星は現在の大通りの北側一　小

野崎太鼓店あたり〔9－②〕になります。内部は

8畳相当の玄関を人ると離れを含めて室数が9つ

もあります。20坪もある中庭を持ち当時の豪華さ

を思い起こさせられます。

かス■と　く　じろう

●上徳準郎宿本陣［9－③〕

徳次郎宿は」二・中∴下の三つに分かれていまし

たが－　それぞれに本陣・脇本陣が設けられていま

した。上徳次郎宿の本陣は現在では取りこわされ

ていますが一　本陣の子孫である館野文男氏宅にほ

取り壊わす前の写真が残されています。また，中

央女子高による調香で作成Lた推定間取りもあり－

これらを見ると相当な規模であった皐が分かります。

上徳次郎宿本陣（硯・徳次郎町）

脇本陣「稲屋」見取図

（宇都宮市教育委員会蔵）

中央女子高「徳次郎」より抜粋

●雀宮宿本陣・脇本陣〔9－④〕

雀宮宿の本陣はゝ　現雀の宮4TRで国道4旨沿いにある大和口内科胃腸科病院のところにあ

たります。建物ほすでにありませんが－　当時の間取り図を見ると115坪の広大な建坪であった

事がわかります。また，立派な門が現在でも残っています。

一方一脇本陣は，本陣より北に100mばかり行った雀宮駅入リバス件（国道の東臥現・雀宮

3丁目）の前にあります。現在でも門や建物が残っており，当時の面影を現在に伝えています。
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雀宮宿本陣跡（現・雀宮4丁目）　　　雀宮宿脇本障（規・雀宮3丁臥　芦谷棄民宅）

10　河川交通の荷上げ場河岸

現在でほ道路が整備されゝ　運

送の中心はトラヮクになってい

ます。しかし‡工戸時代はもちろ

んの専一　明治・大正時代におい

ても大量輸送は齢によるものが

中心でした。船は一度に多くの

荷物を遅ベ一　睡で馬や人夫を

使って物を運ぶのに比べて5分

の1の費用ですむ－　などの理由

で多く用いられたのです。市内

においてほ－　鬼怒川があり一　江

戸時代以前から輸送に用いられ

ていましたが一　江ノF時代に人っ

てからは河川交通が整備され－

かつ年貞米を江戸へ納める必要

性から－　河川交通は非常に盛ん

になりました。これらの州で，

船は積んできた荷物を陸上げし

たり船に荷物を積みこむところ

を河岸といいます。

ここでは鬼怒川の押1岸を中心

にしてかんたんに述べてみたい

と思います。■

市内の主な河岸跡
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●板戸河岸［10一①〕

板戸河岸は鬼怒川流域の河岸としては－

阿久津河岸とともに最古の河岸の一つであ

り一　会津藩などの年責米を船積みするとこ

ろとして，鬼怒川上流域で最も栄えた河岸

の1つです。

板ノり可岸は江戸時代の明暦から安永にか

けて（17世紀半ばへ18C後半）最も繁栄し

まLた。元禄14年（1701）には坂戸河岸一

ケ所のみで22394駄〔約3050t）もの荷物

を扱いまLた。しかしその後一　会津藩の年

貢米の輸送一量の減少や毎年のようにおこる

飢餓のため，だんだんと衰えていってしま

いました。

現在一　河岸は堤防の巾にあり，葦などが

繁っていますが，船問岸だった坂本龍夫さん

のお宅はゝ　その家構えや門に当時の血影をと

どめています。また坂本さんの家には多くの

河岸に関する文書が残っていますし一　両倒の

畑からほ今でも炭（荷物置き場であったた

め）が出てくるそうです。

●石井河岸［10－（塾〕

石井河岸跡（現・石井町）
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板戸河岸跡（現・板戸町）
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石井河岸から久部街道を臨む



石井河岸はゝ　宇都宮大学から国道1Z3号の南に並行して東に向かう久部街道が鬼怒川につき

あたるところにありました。これは，石井河岸が宇都宮城‾Fに最も近い河岸であるため一　久部

街道が重視されたためです。石井河岸は17世鋸の半ば（江戸時代の前期）には既に作られてお

り，宇都宮を中心とした地域の荷物を積み～＿l＿Ⅰしていました。この河岸ほ大正時代の終わりころ

まで使われたそうで一柳田大橋の下を帆をたおして帆掛船が通っていたそうです。この石井河

岸のすぐ西中こは下川岸という集落がありますが－　ここにはセソドゥヤー　カシヤー　ヨシノヤと

いった河岸当時の商売と思われる岸号を持つ家が並んでいます。

鬼怒川にほこの2つの河岸の他にも道場宿河岸［10一③］ゝ　鋪山河岸［10－④〕一　乗島河岸

［10－⑤〕などがありました。

●幕田河岸［10－⑥〕

今まで述べてきた河岸が鬼怒川にあ

るのに対して，幕口河岸は姿川にあり

ます。この河岸は江戸時代の後期に宇

都宮およびその付近の商品輸送量が増

大したのにともなって，寛政6年（17

94）に開設されました。幕田河岸の閑

設により壬生から棟木方南の荷物の輸

送量が減ってしまったたや，棟木宿な

どとの争いも起きてLまいました。

一時繁栄した幕田河岸も江戸時代末 幕田河岸跡（現・幕田町）

期には不振におちいり一　明治4年（1871）には早くも閉鎖されてしまいました。

11用水路や用水堰

用水路とは－　飲み水や田畑のかんがいなどに用いる川や地面を堀割して作った引き水のこと

をいいます。堰は用水を取り入れるための施設のことです。用水路は古代から現代まで作られ

続けていますが－　ここでは江戸時代，特に二宮尊徳と関係の深い用水路や用水堰について述べ

ていきます。

●徳次郎用水（石部田用水・徳次郎六御用水）一　徳次郎新据（徳次郎用水）

汀戸時代の彼期・17世紀のはじめごろのことです。当時石那田村と徳次郎村はそれぞれ田川

から水を引いてmを耕していましたが－　水不足のため互いの村で水争いを繰り返していました。

そこで代官も何とかとようとしていましたが手の下しようもありません。一方真岡の桜町で

農村をたて直し成功した　二宮尊徳に対し徳次郎村と石那田村から堰の築造，用水路の整備一　新

堀の開削の嘆願書が出されました。特に徳次郎新堀に関してほ，文政7年（1824）に卜徳次良15
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からノ宝木トケ新田を通り－　鶴田にまで達す

る堀を作りまLたが1通水することはあり

ませんでLたっその後文政8年（1825〕一天

傑10イド（柑39）と工事をしましたがすぐ流

れなくなってしまっていたのです。真水5

年（1851）に入ると尊徳の監督指導の下に＋㌣

丁事が始まりました。まず石那「¶に堰を設

け［11－①〕，卜徳次郎宿の南でR光街道

を横切って上・中・下徳次郎および西根・

「Tl・－ト門前の計六つの村の円を潤すととも

に人々の飲み水も供給するのでノり掛川水と

も呼ばれています。項誹刊1川からの取水に

ほ河川改修で当時のものほありませんが－

近くに移築吉J念碑が作られています。また

この用水は現在鎧川と呼ばれる川になっ

で‾F一流」或の人々の生活に役1【／二っています。

この臓丁事は，前からくずれて通水しな

かった部分の開削・補修を中心に行われた

ものですがゝ　これがこの新堀が後に作られ

る宝木川水の母体になっていくのです。

た小ちぎ上うす

●宝木川水

石那田堰移築記念碑（現・石那田町）

宝木用水堰（現・徳次郎町）

水神社（現・宝木本町） 宝木用水堀（現・宝木本町）

嘉永5年に徳次部新堀が完成し，徳次郎村の田は潤いましたが－「如こある′主人の村々には水

ほ流れていきませんでした。そこで二＿三木の人々は資金を集め一　新掘の通水工事を兵l呵の代官所
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を通して二二宮尊徳に依頼しまLた。安政2年（1856）には設計書も完成し，工事にとりかかろ

うとLた矢先に尊徳は亡くなってしまいました。あきらめ切れない宝木の人々は，再度真岡の

代′虹所に嘆願した結果一　尊徳の門人であった吉良八郎らによって工事を始めることになりまし

た。時に安政6年（1859）3月のことです。吉良ノし良15以‾‾F▲⊥事にたずざわった人々は一　昼夜も

いとわず仕事を進め，早くも6月には完成しました。この鳥人用水の取水堰はアイワ北工場の

裏側にあります〔11－②〕∴現在四川の河川改修は進められていますが，肯の用水路ほ面影を残

したままです。当時工事にたずさわった人々の名前をきぎんだ祀も残っています。また国本

公民鮒から日光街道をぬける途中には青木用水を守る水神祉もあります〔11－③］ら　水神祉は

この下流の悟群道にもあり［11－④］ゝ　当時の人々の水に対する感謝の念を思小知らされます。

この宝木用水は後に江曽島にまで引かれ今では新川と呼ばれています。

12　刀を作った鍛冶場の跡

往い時代まではゝ　刀ほ武ヒの必濡吊一だったので－　多く

の鍛冶職人がいました。そこでノバこl淵してほ慶長（16

】【周己末～17世紀初）のl榊こ作られたノノをしらノノー　後に作ら

れた刀を新刀と呼んでいます。1【う然汗／J時代には多くの

刀が今rlミ1で作られましたが－　7しりノとなると新刀よりも数

ほ少なく貴重なものも多くあります。そのLf■‾刀の刀鍛冶

が丁：都宮まで活躍⊥ていたのです。

現在児内には県指定になっている守勝銘の刀－　わきぎ

しなどが9振ありますが－　この寸勝が宇都宮にいた刀鍛

冶です。守備は初代から6代までおり－　南北朝時代から

戦国時代の終わりまで一　徳次郎町‾で刀を作りつづけまし

た。現在鍛治場跡i・こほ守勝神社が建てられています。

［12－①〕この付近を掘ったりすると鉄のくずが見つか

ることがあるそうです。この辺りは多くの砂鉄が産出Lゝ

良耶の粘土や水に恵まれていたために－　この他が選ばれ

たようです。

守勝神社（現・徳次郎町）

13　鉱山の跡と石を使った建物

■　●大谷石

大谷石ほ宇都宮搾乳　大谷町をl一心に産出される石で，主に建築材料や七億寵などの加丁品

に利用されています。特に建築材料としての利用ほ天平13年（796）に卜野国分寺の土台イ」‾な

どに用いられたのが一番古い記録です。また江戸時代の元卸6年（1620）には，「j二：都宮城キ

本多正純によって行われた宇都宮城改修の際に大貴に用いられました。その後大谷石の名前を

－一躍ム‾名にLたのが－　フランク＝ロイド博⊥二の設計により人忙元隼（1912）に完成した（旧）
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帝国ホテルでした。今体に大谷石を用いた同ホテルは，関

東大震災でも大きな被害は受けずゝ大谷石の耐震性の優秀

さが認められました。帝国ホテルは現在新しく高層ビル化

されましたが，旧ホテルの玄関部分は愛知県の明治村に保

存されています。

（旧）帝国ホテル（資料提供・大谷資料館） （旧）宇都宮商工会議所

（資料提供・大谷資料館）

市内でほ，（旧）宇都宮商工会議所をほじめ松ケ峰教会［13－①〕，大谷公会堂〔13一②〕等

多くの大谷石を用いた建物が建てられました。なお丁都宮商丁会議所ほ1■′二て替えに際しゝその

玄関部分のみが一県立巾央公園に移築展示されています〔13－③〕。

大谷石の採掘はその後急速に伸び，大正時代の末から昭和のはじめにかけては一大谷心の黄

金時代ともいうべき時代で一年間20万t以上も採掘が芋掘りでされていました。その後機械化

の導入がありゝ　昭和45年には最人採凋眉78方tもありました。

大谷石ほ一　線色凝灰岩というものでゝ今から約2ノブ5千年前から1万2丁‾年前ごろに海

底火Il＿lの爆発によって発生した火山灰が堆積してできたのです。大谷石ほ大谷周辺の石の名称

になっていますが，この線色凝灰岩は宇都宮市から

県北にかけて広く分布しています。

32

大谷公会堂（規・大昔町） 松ケ峰教会（規・松ケ峰一丁目）



●席次郎石

大谷石を作った緑色凝灰岩は大谷のみでなく県北

の広い地域まで，各地でさまぎまな石の産地を生み

山LまLた。市内でも長岡心一　多気イニ∴　徳次郎石な

どそれぞれに特徴ある石を塵Ⅲしています。

徳次郎石は人谷石と違いみその部分が少なく色も

白いところから，氏神様の示巳などに用いされます。

徳次郎石を使った豪（現・徳次郎町）〔13－④〕

徳次郎石石切場（現・徳次郎町）

〔13－⑤］

L（7Jいきんぎん

●篠井金山

市の北部篠井町に地元でガソカラ山と呼ばれている‥＿l（棒名Ilr）l二13－⑥〕があります。ここ

は現在ほ廃鉱になっていますが－　令が採掘された山でした。採掘がいつはじまったのか，どの

くらいの採掘量があったのかなど良く分からない点も多くありますがゝ　山に登ると採掘してい

たナー当時の坑道」lの跡を見る卓ができます。またこの地には宇都宮指定無形文化財である　＝篠井

の金堀唄′′　が伝わっており，採掘当時のようすを偲ぶことができます。

この金山は現存では採掘はしてはいませんが－　採掘権は存在していますので自「柚仁拠ること

はできません。

「篠井の金塊唄」

○ハッパかければ

○曇るガソガラ

○坑夫さんなら

○ひびく槌音

○右に槌持ち

○灯蓋灯もして

○佐竹奉行ほ

○美麻揃うて

切羽が延びる

宝のU＿は

来ないでおくれ

女房が聞けば

左に手金

黄金を掘れば

おれらの‾トよ

黄金を掘れば

延びる切羽が

里に黄金が

ひとり娘の

黄金集めて

ひとつ打ったび

賞金光で

恵み厚きで

いつかわがやに
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金となる　　ハア　ナソチソ

流れ出る　　ハア　チソチン

気をちらす　ハア　チンチン

背負い出す　ハ7　チンチソ

火花散る　　ハア　チンチソ

日がくらむ　ハア　チンチソ

精が出る　　ハア　テンテン

煙立つ　　　ノ1ア　チソチソ



榛名山遠景（硯・篠井町） 篠井金山坑道口跡

14　明治の工場の跡地

明治5年（1872）10月，群馬県富岡市に官営の富岡製糸丁場が作られました。近代日本をE

指した富国強兵策の一環として－　巨額の経費をつぎ込んで作られたものです。しかし一宮岡製

糸掛こ先立つ明治4年に一　宇都宮に民営の製糸場がつくられていました。これが大嶋商舎で

す0石井街道の新鬼怒橋を渡り200m先の？幣履

右側が工場の跡地です。〔14【①］大疇繭
ごうLJうかわむらうそう

舎は一　日木橋の豪商川村迂翌が建てたもの

で，一時は県内の生糸生産品の4分の1を

占めるまでになりました。Lかし－　その後

設立した銀行の不振から人手に渡りゝ　大正

4年（1915）には完全に移転してしまいま

した。現在人疇商舎の跡に建物ほ残ってお

らず，住宅地になっていますが－　土塁の一

部や掘の跡などで⊥場の規模を推定する事

も叶経です。

大幡商舎跡・南東より望む（錯山町）

明治時代の大底商舎作業風景

大疇商会旧入口付近・西より望む（石井町）

ー34－



もっと知りたい人のために

●川村迂里

川村迂里は文化5年（1822）の5月にゝ　R本橋新右衛門町に生まれました。通称を伝左衛門

といいます。川村家は江戸時代の初期に江戸に出て商業を営み，勢力を拡大してきました。

ちょうどその川村家の近くに宇都宮城羊戸田氏の江戸藩邸があったためゝ　川村家と戸田氏は急

速に接近Lていきました。江戸時代の終わり頃の宇都宮帝は毎年のようにおこる凶作のため

慢性的な巨額の借金をかかえていました。老中間瀬和「郎（後の戸田忠至）は藩の財政立て直

しのために，川村迂里の力を借りる事を考えました。和〒郎は迂里の元を何度も訪ねてほ‾1∵て

直しの協力を要請したところ－　ようやく迂里は承諾をし，新田開発に着手する皐になりました。

また宇都宮藩が近畿地力の‥r陵を修理する時にも15，000両を貸し付けるなど，宇都宮港復興の

ために努力をしました。さらに，幕末前後から鬼怒川沿いの荒地を開墾Lて多くの桑畑を作っ

たり，堤防の修辞を行ったりしていました。そのような中で明治4年に製糸工場である大崎商

舎を設立しました。イタリア製機器に模した製糸試験場で15人のT女によって始められた大嶋

商舎もー　製糸場用水堀（川村堀）の闊肖腑こより水力による紡績が可能になったため，明治7勺二

にはゝ100人をこえる丁女や僕従たちを雇い入れるまでになりまLた。明治9年には－　製糸家

であるイタリア人パンピー夫妻の協力を待たり，蒸気の力による操業なども行い一　明椚のγば

ころには，ここの製糸生産量が県内生産量の4分の1を占めるまでに成長しまLた。辻虫はそ

の後，大崎商舎で生産した生糸の輸出のために明治11年に長男の伝衛とともに第33国立銀行を

作り，宇都宮にも支店をおきまLた。その後辻堂は伝蔵（伝衛の義兄）とともに近隣の農民に

対し，桑前の配布一　肥料代の無利息貸付などを行い多くの農民を救済しまLたが一　明治23年，

銀行の経常悪化のためにゝ　銀行・大崎病舎j‾〔に当時の財閥三外の手に渡り一　大正4年にはゝ　人

疇商会も閉鎖されてしまいました。

15　先人の墓所をたずねて

ここではゝ　了都官の歴史を創ってきた

先人たちの墓所を節介します。なお紹介

する人物は江戸時代まで，または江戸時

代の末期から明治時代にかけて活躍した

人に限らせていただきます。

●戊辰戦争戦死者の墓

戊辰戦争でほ一　字都宮ほ人激戦地だっ

ただけに，この他で多くの戦死者がでま

した。また宇都宮藩士の中にも会津など
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戊辰戦争の会津

の戦いで戦死し

た宇都宮藩士の
たいよう仁

墓（台陽寺・新

町1丁目）



で命を落とした老もいました。それら戊辰戦争の戦タヒ者を示巳った場所は，今のところ新政府軍

24ケ所ゝ　幕府軍3ケ所の合計27ケ所もの葺所が†‾lJ内にあることが分かっています。

○新政府軍
じこ　う　　　　だいうん　　　　いっこう　　　　ほうおん　　　　こうりん　　　　かんせん　　　　あん上う　　　　たい上う　　　　けいりん　　　せんま1ん

慈光寺，大連寺一　一向寺一　報恩寺一　光琳寺一　観専寺一　安養寺ゝ　台陽寺一　杵林寺，渚厳守

光徳寺，林松寺一　天勢寺ゝ　光明寺，能延寺，汀曽息町，石井町，東刑部H∴　山本町一

駒生町ゝ　簗瀬川沿い，雷神社，幕口町堂ノ前∴掛－H町合ノ畑

○農府市

常念寺，六道ロ，幕田町ゝ　光琳寺

●英巌寺跡〔15－①〕

宇都宮市の指定史跡英巌寺跡は宇都宮城主であった戸冊氏の墓があります。1つはノrn‾＝毛∴

代埠次から卜二代忠明まで連記された合葬墓，およびl‾二代忠恕一　十川代忠よの墓∴基があり

ます。ちなみに初代忠次の墓のみ伊上∠の下田（伊なF口］の城主だった）にあります。なお英巌

寺というのはゝ　忠次の法号です。

●安義寺（材木町）〔15－②］
ナニかみヤうんせん

○高宮雲儒

書家であった雲傾は，宝贋11年（1761）佐賀県島原に

生まれました。その後藩主ノ‾7ロ］氏が下郡官に移ったため

戸口］氏の江jて藩邸に勤めました。宇都宮に藩ワオできた

ときにゝ　‾吾札の教細として下郡官に移り住みました。書

に関Lてはゝ　中岡親一　昔の書道家の作風を学び尽くした

とまでいわれゝ　酒と旋を愛し，蒲生君平とも交友があり，

丁都宮を代表する書家の一人といえます。

●一向寺（丙原二」‾目）〔15－③〕

○菊地愛山

文政2年（1819）茂登町（現・大寛二丁目付近）に

生まれた愛山は，画家鈴木海渓の弟子となり，数多く

のすぐれた作品を残しました。明治39年（1906）に88

才という高齢で亡くなる直前まで絵を描きつづけたと

いいます。県指定文化財「竜虎図屏風上市指定文化財

「宇都宮大明神祭礼絵図」をほじめ多くの作品が文化

財に指定されています。愛川の墓は・－一向寺の山門をく

ぐった左側に，愛山をたたえる碑に向ってたたずんで

います。

－36－

高宮雲倦の墓

菊地愛山自画像・部分
〔県指定文化財・延命院蔵〕



●柾林寺（信任一丁日）［15－④〕

蒲生君平の墓 松本定の墓
がもうくんべし1

0蒲生．君平
たかゃまひこくろう　　はやLLへい　　　　　　　カ1んせい　　さんきじん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しんこく

高山彦九郎，林子平とともに寛政の三奇人として有名な蒲生君平ほ一　明和5年（1768）新石

町（現・小幡－r目）で拙屋福田右衛門の家に生まれました∴幼少のころから延命院の良快和

尚や鹿沼の鈴木石橋から学問を習い，学問で身を立てる決心せLました。その後山陵（天皇

や皇族の墓〕を近畿地方まで何回も附かけて調査し－「山陵志」という木を書きました。この巾

で初めて「前方後円墳」という言葉を君平は用いています。また一　国防の必要性を説いた

「不快緯」や古代の官掛こついて述べた「職官志」などを著し，人間の本質的な社会生活の営

みを具体的な歴史を通して究明しようとしましたが，文化10年（1813）に40才そこそこの若さ

で惜しくも亡くなってしまいました。君平は－東京谷中の臨汗寺に葬られましたが，後に遺骨

を宇都宮の桂林寺に改葬しました。八幡山にある蒲生神社〔15－⑤〕ほ大正時代に君平を祀る

ために建てられたものです。

お力ゝまこ　しん　ご

○岡田真吾（裕〕

農夫における宇都宮の産土小さいころから学問が好きで，江戸・京都とそれぞれ大橋納蒔

春日潜庵について漢学・陽明学を修めました。後車工擾夷の思想に餐同しゝ松木牒太郎と共に

一橋慶膏（後の将軍徳川慶喜）を擁して日光に拠り，幕府改造の先鋒となる計画をたて，訊庵

に，慶喜への取り継ぎを頼みましたが，幕府に知られてしまいゝ荊庵をはじめ錘太臥真吾も

幕府に捕らえられてしまいまLた。その後宇都宮落あげての赦免運動が効を奏し一兵吾らほf11

獄を許されました。幕府が滅びた後，真吾ほ宇都宮に戻り，県の什事から宇都宮裁判所の仕事

に移り一　明治5年（1872）51才の若さで亡くなりました。
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さた：む

○松本走

松本定ほ宇都宮藩医松本玄益の子でゝ　岡田真吾と共に捕えられた岡汗博1太郎の弟になります。

兄同様父の跡を継ごうとせず－兄とノいこ池田苧庵について漢学を学び－かつ武道の鍛練も熱心

に行いました∴宇都宮藩の改革に対し意欲Ir机こ取り雛みましたが，その思想は尊王の志のもと

にあったといわれています。元治元年（1863）3月一　等王撰真の名の元に水戸天狗党は筑波‥I

で兵をととのえー　日光を｛拠するため州発し一　宇都宮に着きました。天狗党は宇都宮藩の協力

が得られないまま‖光に行き参拝した後，栃人の太平l＿川ことどまりました。天狗党の中の池尻

隊の池尻嶽五郎ほ再び宇都宮藩の協力を得る交渉のため－　老中県信紆と会見しましたが再び

断られてしまいました。この時もともと宇都宮藩の中で尊下旗夷の考えを持った－　松本走をほ

じめとする9人の若者が一　泡屁隊に加わりました。池尻隊は真岡代官の襲撃を受け，ここで松

本定ほ誤って′Jゝ川に落ちて捕らえられゝ　斬られてしまいました。時に二十‾三才の岩＝さでした。

なお－　他の者もその後の戦いにおいて最期をとげました。

●興禅寺〔今泉3」‾目）〔15－⑤〕

興禅寺本堂 宇都宮貞綱（右）・公綱の墓

○宇都宮貞綱・公綱

興禅寺の山門を人りゝ　本堂に向かって左側に非常に大きな丘輪塔が2農並んでいますが－　こ

の右側が宇都宮氏八代城主の貞綱・左が九代の公綱の墓といわれているものです。

貞綱はゝ　元が襲来した弘安4年（1281〕に一人将叩として九州の地に赴きまLた。時に貞納は

16才でLた。貞綱がノし州の地に着いた時，既に元軍は退却した後でLたが－　そのまま九州にと

どまり沿岸防備につとめたと伝えられています。なお一　興禅寺ほ貞綱により開かれましたが－

この興禅寺の名曲は貞綱の法名からとったものです。

貞綱の　‾＿男公綱る・ま，鎌倉時代から南北朝という動乱の世で活躍しました。元弘2年（1332〕

大坂（大阪府）大土寺に陣をはった楠木正成に立ち向かうよう，公納は命じられました。それ

を知った楠木正成ほ「宇都宮は坂東－の弓矢取りなり‥・」といい一　味方の損害が大きくなるの
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を避けて退却した鞋でLた。それくらい公綱の武名は全国にと

どろいていたのです。塵武の新政が御醍醐天皇によって行われ

ると，公綱は雑訴決断所で裁判や治安維持の仕事を受け持ちま

した。その後，足利尊氏が点都に北朝をたて南北朝時代になる

と，公綱は戦況に応じて北朝方や南朝方についたりLてゝ　宇部

宮氏一族の安泰のために奔走しまLた。

0奥平家呂・忠呂

奥平家昌は慶長6年（1601）に宇都宮城卜となりまし

たが一　時に23才で人ばってきといわれまLた。これは父

信呂の奥方亀姫が家康の娘であり，東北の押えや卜野の

支配のために家康が計画したことだといわれています。
ニ　うぜんじ　　こう　っんと　　　　　　　　　じJうき∫うこ　　たぃ上　う　じ　　〉王んLJう

家昌は興禅寺・光琳寺の再建一　浄鏡キ・台陽寺・万松

寺などを建立しゝ　寺院の興隆に尽力LまLたが－　慶長19

年（1614）にJ‘】二くLて」‾くなりまLた。

息昌は家呂の嫡リJでありゝ　父のタヒ後宇都宮領を継ぎま

したが，時にまだ7才でありまLた。しかL，元和5イ‾ト

（1619）に宇部頂から古河へ所替えになりまLた。この

ことが相場亀姫の不満の種となり－　後に忠呂のかわりに

宇都宮城主となった本多止純失脚のための一翼を担って

しまうのです。（宇都宮釣天井伝説発牛の－一因です）正純

が移封された後，忠昌ほ元利8年（1668）までの46年も

の間城主となっていまLたが－　そのF封H31川の将軍の日光

社参がありゝ　その度に宇都宮城が宿舎にあてられ－　その

対応に追われていたといわれています。

おくだいらくらのすけ宏さてる

○奥平内蔵允止輝

寛文8年（1608）宇都宮城主奥平忠昌のニートヒロ忌

法要の際∴　汗凝ほ同族であった奥平隼人とIl論の末一

刃傷沙汰になり一　遇に斬られ負傷し，約2ケ月病床に

ありましたがついに白ノJLてLまいまLた。その後－

正輝の子源八は奥平隼人を仇とLて日夜探Lまわり1

ついに寛文12咋（1672）江戸牛込の浄瑠璃坂で見事仇

を討ち取りまLた。この仇討は本や芝居にもとりあげ
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宇都宮公綱の画像（「下野国誌」

巻九による）

奥平家昌（右）・息昌の墓

奥平正輝の墓（左は妻の見性院の墓）



られ江戸の三大仇討の一つとして今口まで伝えられています。奥平止輝の墓は興禅寺内幕地の

中ほどに，妻の見性院の石塔と並んで建てられています白

もっと知りたい人のために
じ上うるりぎか　　あだうち

●浄瑠璃坂の仇討

寛永8年（1668）2臥宇都宮諾－一三奥平忠昌ほ江戸の蕃邸で亡くなりました。その葬儀ほ宇

都宮の興禅寺で執り行われることになりましたが－その席上で奥平内蔵允正輝と－奥平隼人ほ

ちょっとした口論になりました。その場ほ事なくおさまりましたが一息昌∴十七日忌法要の際

再び口論とな．り一ついに刃傷沙汰になってしまいました。先に刀を抜いたのほi「輝の力でした

が逆に隼人に斬られてしまいゝ病床に伏すことになりました。正輝ほ20日ほど苦しんでいまし

たが，4月22日隼人への無念の思いを込めて自刃しまLた。この刃傷沙汰の御達示は一正輝の

子源八は改易（家禄・屋敷の没収）・隼人は無罪という－いわば片手落ちの結果でした0源八

ほやむなく宇都宮を出てゝ芳賀郡深沢村〔現・茂木町深沢）に主従10人と共にかくまわれるこ

とになりました。一九宇都宮藩の中でも刃傷沙汰に対して議論がかわされていましたがゝ源

八が改易された事に不満を持つ者総勢30人程ほ－俸禄（給与）を胎てて源八の後を追って深沢

村へと向かい，源ノしらと共に仇討ちの機会をねらっていましたb

宇都宮藩士30人種もゝ源八の後を追って脱藩したため－藩主奥平昌龍はやむなく隼人をも追

放としました。しかし－むやみに追放すればすぐ討たれてしまうので－一一時工生附こ隼人の身

柄を預かってもらうよう頼み，50人程に守やれながら隼人は壬生入りをしました0源入らは穏

密を千生に向けて，掛こ火をつけるといううわさを流し－壬生渚は什方なく隼人らを信州（現

・長野県）高島のl＿■仲にかくまわせることにしました0当時【1】形にいた隼人の弟主馬允は－自

ら兄の危機を救うべく信州の地へ向かいまLたが一途L一順入らの襲撃にあい首をとられてしま

いました。隼人たちは信州の地でも安閑としていられなくなりゝ江戸に身を潜めることになり

ましたが－すく√源八らの穏軒こみつかってしまい－寛文12年（1672）2月2口ゝ源ノしら総勢42

人は隼人の首を討ち取るべく討ち人りを決行しました0隼人は屋敷佃こいなかったため－源ノし

らは屋敷近くの浄瑠璃坂を下って行きました。するとそこで隼人らを見つけ一ついに隼人の百

を取り，宇都宮へ戻りました。源八はこの時わずか15才でした。

源入らは私仇討の主謀老であると白首をし，老中たちの閣議で源人ら3人のみ大島への遠

島であり－他の老は無罪であると決まりました白　6年後1源八らは赦されて江戸に戻りゝそれ

ぞれの各藩に高禄で召しかかえられることになりました。

この仇討は荒木又右衛門の伊賀上野の仇討・赤穂義士の討入りと共に享け了の三大仇討といわ

れています。またこの浄瑠璃坂の仇討が，赤穂義士討入りのモデルになったともいわれていま

す。

40－



つ　く　L　い　■ら‾て　え

C筑紫市兵衛
まカ1きへし，く　ろう　　iJカJし‥（ちうど

間垣兵九郎ゝ　向井蔵人

と共に寛永±馬術＿l二の一

人として有名な筑紫市民

衛は一　席津藩（現・佐賀

県）の馬術指南役として

什えていましたが，唐津

藩トをそしった薩摩藩（

硯・鹿児島県）の宍戸淑

人夫を切ったので浪人と

なり丁都宮の地に来まし

た。故あって厩仲間に住

み込んでいまLたが一　時

に藩主奥平忠昌公を助け

たため，忠昌公から家宅 筑紫市兵衛の墓　　　　桑名主米の墓（中央大型のもの）

の印籠をいただきゝ　馬術の指南役i・こなりまLた。ちょうとこれほ克永9隼（1632）のことでL

た。習年にほ仇討に果た涼太大の家来と出会い－　これらの者を返り討ちにしてしまいまLたが－

宍戸家再興のために寛永16年〔1639）自ら捌裏をしゝ　巌欄をとげまLた。

くiフなし　■きめかつのり

○桑名主米勝乗

奥平氏が下郡宮津主であったときの重要な家老の一人です。特に，わずか7／才‾で藩仁になっ

た千福（後の忠rRl）の側近として活隣し－「奥平に過ぎたるものが　‾＿つあり，桑名壬米と白鳥の

槍」〔白鳥の槍とは一千福が祖父徳川家康を巌府（硯・静岡市）に見舞った時に，いただいた槍

でこの時いっしょをこもらった印籠とともに興平家の家宝となりました。なおこの印寵ほ後に筑

紫市兵衛に卜賜Lています〕とまでいれました。主米はその後，奥平昌幸の時にほ特別に藩主

から多くの十地をもらっています。元禄10咋（1697）に今里村・関白村（現・卜河l煩寸）に隠

居し一　元禄11年に亡くなりました。

○山崎左近

藩主興平忠呂の時の家老として活躍した人です。特にゝ　幼かった忠昌に什え，本多正純と交

代する難局を見事にこなしゝ　名家老の名をほしいままにしました。また寛永2年（1625）にはゝ

石町の米屏永島五郎左衛門の専横を抑えて士民の騒乱を未然に防いだりゝ　寛永11年にもし－＿河

原の初市にからむ地主と売人との紛争を解決し，城下の人々のためにも尽くしましたが，寛永

18年（1641）に惜Lくも病気で亡くなってしまいました。
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●光明寺（本町9）〔15－（釘〕

○中里家

中里家は宇都宮氏が城主だったころか

ら二荒山神社の神官であった家です。了

都官民時代にほ神職のみでなく一　軍役も

兼ねて宇都宮城の入口を守る重要な任に

ついていました。江戸時代に入ると軍役

にはつかず，神主の中心とLて二荒山神

社をとりしきっていました。

光明寺本堂
佗しのせいじろう　　てつのすけ

○星野清次郎・哲∠助

宇都宮藩士の子でゝ　幼いころから勉学

を好み一　見弟そろって藩校の句読師となったほどの人物で－　素直で律気なため信望，人気があ

りました。しかし当時の社会に対してほ不満を抱きゝ松木走らと■共に池尻隊に人り－共にJ二．二く

して亡くなってしまいまLた。

●慈光寺（塙田1丁目〕［15－⑦〕

○杉山粂之助

字都官藩主杉山新五兵衛の長男でゝ

松本定，星野清次郎らと脱藩し池尻隊

に加わり，わずか22歳で命を落としま

した。

○戸出三左南門忠序

幕大の字都官藩家老であった戸乱心

親の義子です。江戸の会津家で兵学を

勉強し軍事奉行となり，カ延元年（18

60）には家老になりました。幕末の混
あカiたりくせき　　お力▲だ　しんご

乱期を一　県六石や同門真吾らと共に

慈光寺本堂

乗り切り－　その功績ほ大きいものがあります。

○枝源五郎

源五郎は，現在の県庁前通り－　釜川沿いの松屋という旅篭屋に牛まれました。元文元年（17

36）のことです。′」1さいころから義侠心に厚く，街道で凶っている旅人をみつければゝ　馬に乗

せたり松屋に無料で泊めたりしていました。宝暦6年（1756）には町の年寄衆から口明役を申
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枝源五郎の墓 県大石の墓

し受けました。また安永4年（1775）には慈光寺に仁王門を座立することを思いたち一　成下の

人々に寄附を募りゝ　3年後に立派な門を建てまLた。源7こ郎はこの他にも釈迦覚町（現・馬場

通り3丁目）の道路を修理する，薫行老の表彰を町寿子J‾へお願いするなど－　町民のために尽く

し厚い信望を得まLた。天明5年（1785）にはゝ　江戸に出て侠客金看板藤九郎を抑えて一　汗

戸侠客の第一人者となり－　その名を天下にとどろかせました。汀ノ‾行こ来ても地元の事は忘れずゝ

二荒山神社に手水盤を奉納したりLています。（この手水椋ほ戊辰戦争で破損Lましたが－　後

に鋳直されて硯在も軍内にあります）感光寺の境内にある源市郎の墓は逆修墓であり（年前

に自分の墓を建ててタヒ後の冥福を祈るもの）源五郎の性格を良くあらわLています。源五郎は

文化3年（1806）に72歳で江戸で」くなりました。

0県六石

幕末の宇都宮藩最大の危枚を切り抜けるのに－　多大な功績をあげた県六石（信輯）は一　文政

6年（1823）に宇都宮藩家老安形半兵衛の家に生まれました。二1－‾歳にLて江j‾川こ出て大橋荊

奄の思誠塾に入門し熱心に学問を修めると同時に一　千菓周作のもとで剣道一　括水赤城のもとで

兵学を学び，かつ銚子（千柴県銚子市）大慈寺の独雄禅師から禅を教えてもらうなど文武の両

面にわたって青春をつぎ込んでいました。その後10年間近く諸岡を回ったり∴学問を教えてい

たりしましたが，嘉永7年（1854）に江戸にもどり当時の江戸家老聞瀬和三郎に江戸屋敷勤務

を命ぜられ，安政3年（1856）には宇都宮に帰って鬼怒川左岸の開拓事業を達成したのもつか

の間，坂卜門外の変（文久2年・1862）で大橋荊奄が捕らわれると白らも謹慎となりましたがゝ
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謹慎がとけると納奄の救出に努力をしました。当時宇都宮藩は坂‾F‘門外の変に加わっていたと

みなされ，危ない状態にありましたが，この時六石は山陵（天皇や皇族の墓）を修理する提案

をL受け入れられ，再び薄に登用されました。山陵補修の努力が認められ一　穴石ほ中老の職を

与えられだんだんと港の中心的な什二符を占めるようになりまLた。大狗党が宇都宮城に慄沈と

きは，根気良く対応し日光を守ることに成功しています。さらに戊辰戦争の時には藩の経理一

切を処理しゝ　難民の救済に当たるなどゝ　農夫の宇都宮藩を陰に陽に支えた人です。明治になっ

てからは司法省の少判事などをつとめてし1ましたがゝ明治10年〔1877）にほ主静塾という塾を

開いて教育にも多大な貢献をL，明治14年（1881）に59歳で惜しまれながらLくなりました。

●祥雲寺（東ナ‾r祭1J‾′目）〔15－⑧〕
とぎつりぴっち吟うのかふたかさた

○戸祭備中守高お

祥雲寺は，了都宮第16代城主宇都宮正綱の弟

（益了一勝′，1ごの≡男という説もある）である高定が一

文明2年（1487）に開いたと伝えられています。

ノr祭氏は，もともとは7都宮氏の重要な家来で

あった芳賀氏のと11であるといわれ－　祥雲寺の南方

に戸祭威があったと伝えられています。後一　宇都

営氏が滅んだときに－　ノF祭域ほ廃城となってLま

いました。

●浄室長寺（塙H2T「り［15－⑨〕
たか′j」言っ　し

○高口仏師

宇都宮を中心に活躍したテ＿L戸時代の

仏師で，少1与北から刃－ミ央にかけて多くの

作品が現在でも残っています。■鶴m氏

はもともとは益了一に住んでいまLたが－

18世紀のはじめに7都営の釈迦萱町

（現・。l吉場通り3」‾口付近）に移り－

後に二荒山神社の明神前に移りまし

た。墓石をみると運暗から運秋まで

十代の名が連ねてあります。なお市指
カ1】っらや　　ム▲く〉ら　　　　　　　　　　うんLゆん

定文化財の瓦谷の神楽面は九代運春

の作によるものです。

戸崇高定の墓および碑

高田豪の墓
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あちかわ．⊆ん丸い

○荒川文礼

江戸時代の中ごろの書の大家で，塾を開き子弟に

書をはじめ礼儀作法卑教えました。墓碑によれば

「夜寝ないが数年に及びゝ　片方の目が見えなくなっ

てしまった…」というく1ゝらい書を究めようとしまし

た。そのため文礼の塾に入るのが人々の誇りとなり，＆

「書を学ぶ者は700人ばかりである」というく・’らい

多くの老が教えを受けました。欲が少なく，酒を飲

むことだけを唯一の楽しみとし一　生薩独身で一　文化

2年（1805）に若くして亡くなりました。塵ほ山門

をくぐってすぐ右手にありゝ　蘭英と旨Lていたため

『蘭英先生墓』と刻まれています。 荒川文礼の墓

●生福吉（什町）［15－⑲〕
とむろ　　　　　う　つ7）みやほんごエ　う　い　も　じ

○戸室氏（宇都宮藩御用鋳物師〕

現在の馬場通り1丁目付近は，町名変更前は鉄砲町と呼ばれて

いました。これには次のような由来があります。寛文4年（1664），

戸重民ほ藩の御用鋳物師となり一　宇郡官のこの地に移り住み兵器

（大筒など）を作っていたために名付けられたのです。戸室一門ほ

兵器のみでなく，仏像・鏡・燈籠などの仏具も多く制作しており，

それらほいずれもすばらしい出来ばえのものばかりです。残念なこ

とに汀j‾7時代の度重なる火災，戊辰戦争や第二次世界大戦の戦火．

金属回収などでゝ　丘重な文化財が失われてしまいましたが，現在

では県・市・町‾合わせて

11件が文化財に指定され

て守り続けられています。

市内では善願寺の大更賢
二粒の金仏・人谷寺の嗣　夢琴警
L上う　　とうとうろう　　　じ　こ　う　じ

鐘・妄同位寵，慈光寺の

嗣錘ゝ　清巌寺の鋼鐘－

同慶寺の鋼鐘一　金剛定寺
とうぞうほうき上ういんとう

の錮造宝儲「い芥が市や

県の文化財に指定されて

います。

45

御用鋳物師看板

（吉野二丁目戸皇弘氏蔵）

銅道産舎那仏坐像（大豆三粒の全仏）

書願書（南大通り1丁目）［15－⑪〕

宇都宮市指定文化財



銅燈籠　大谷寺（大谷町）［15－⑫〕

宇都宮市指定文化旦オ

○菊池淡雅

江戸時代の後期，江ノFで

屈指の豪商となった菊池淡

雅（人橋淡雅）ほ，寛政元

年（1789）に‾F都賀郡東宮

（現・小山巾）の医師大橋

英斎の子として生まれ－
いみな　　　　　　　　　　　ともよL　　あぎな

諒（実名）は知良，宇は
うんき上う　　　　　　　こ　う　ペえ

温郷通称は孝兵衛といい

ます。淡雅ほ号（雅一号〕で

す。15歳で宇都宮を■こ出て山‾

岩尾を営みましたが，当時

の宇都宮の富商菊池治右衛

門（考占‾）の養子となりゝ

その娘民子と結婚しました。

文化11年（1814）にほ名前

を佐野屋長円郎と改め，汀

ノ7日本橋に真岡木綿を扱う

問屋を開業し　十数年後に

は江戸で屈指の豪商となり

ました。

銅鎧　慈光寺（塙田1丁目）〔15－⑫〕

宇都宮市指定文化財

菊池淡雅の墓
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LかL，大保の飢饉の際には私財を投げうって，貧民の救済に務めたり，奥鬼怒の口光沢温泉

の開発を行ったりして人々のために尺くLまLた。また，1■1時の儒者やl由「家たちとも親交を深

めて，彼らに多くの援助を行いました。淡雅は，当時，儒者であり尊土論者であった大橋雨竜

〔清水正順）を娘の賄として迎えました。また－　菊池教しぃほ淡雅の実子です。佐野屏の最盛期

であった嘉永6年（1853〕に－　66歳で亡くなりまLた。

きJうち山う

○菊池教中

文政11年（182郎　に一　江ぃで一　‾＿を争う豪商佐野毘

考兵衛（菊池淡雅〕の子とLて生まれました。名を教

・‾h．了ほ介石，通称介∠介・考兵織，号を澹如といい

ます。如人橋巻子の夫が大橋雨奄であり思想l√伽こ大き

な影響を受けました。慮人の風雲急をつげる時節にあ

り，汁十圧レい香の桔診たたんで7都官に戻りまLた。

またゝ　この資産を用いて，鬼怒川左岸の桑島，岡本の

開墾をするなど功杭が人きくゝ‘j‘：都富商より土籍を才一

えられたほどでした。後に，義兄荊奄に感化され

尊王壊夷‾t義に走り，文久2年（柑62）の坂下門外の

変では，訊奄と共に捕らえられてLまいまLた。（坂

‾‾F門外の変の資金を出Lたため〕獄中で痛が悪化L

たので宇都宮藩邸で禁錮とされていましたが－　まもな

く亡くなってしまいました。教巾は商人とLてのみで
菊池教中の墓

なく一　書画もたしなみその腕前は相当のもので－　すぐれた作品が付点か残っています。墓は父

淡雅の真の隣りにあります。

●清巌寺（人通り5丁目）〔15－⑬〕

○蓮生（7都官頼嗣）

宇都宮氏第五代城主である煩綱は，承安元年（1171）に四代城主業綱の子として生まれまL

た。鎌倉蒸府の小こあっても重要な地位を占めていまLたが，元久2年（1205）に幕府より

謀叛の疑いをかけられてLまいました。頼綱ほ出家を決意L京都に上りゝ名を蓮牛と改めまL

た。この時家臣の六‾‾l‾人もー緒に出家をしたといわれています。その後ゝ　蓮生は嵯峨野に別荘

を建てて移り住み，念仏と和歌の作にR々をすごLていました。当時蓮牛の別荘の近くにある，

小倉［1けこは，「新古今和歌集」を編さんした当時一流の歌人である藤原定家がいました。蓮生と

定家ほやがて親交を深め，後には蓮生の娘を定家の了一為家に嫁がせるまでの仲となりました。

また蓮生は別荘の障了一に貼るための色紙を定家に書くよう依摂していましたが－　これが′」1倉百

人一首の原形であるといわれています。正元元年（1256）蓮生は八r一八という高齢で往生をと

げゝ　京都ホ京区の二鈷寺に葬られました。
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ほ7笹丈＝かて　る　　　≠二かつく∨

○芳賀高照・高継

戦国時代も終わりに近づいたころゝ　宇都

宮氏も一族を含めて混乱期にありました。

十九代城主宇都宮興綱は結城政朝とともに

軒城主（甥）の息網を退けて自ら城主にな

りました。この時宇都宮氏の一族であった

芳賀高経は忠綱方について興綱に反旗をひ

るがえしました。この事があったため興綱

の子である二十代城主の尚網は，高経を捕

えて処刑したため一　高経の子高照は奥州白

河（現・福島県白河市）を流浪した後，天

宇都宮頼綱（中央）ゝ　芳賀高照（向って右）

芳賀高照（左）の墓

文18年（1549）那須高資と共に宇都宮氏に

反抗し，塩谷郡五月女坂（現・塩谷郡喜連川町〕で尚綱を打ちとりました。しかし芳賀高定

（もともと益子私芳賀氏の家督が絶えたので家を継ぐ）によって高照は殺されゝ高走の後ほ

高照の弟である高継に芳賀氏をゆずりました。また高定は尚網の子を養い21代城主広納ともL

ました。一方高継は真岡の御前城（現・真岡市）を廃して一方賀妹（舞丘威）（現・真岡市台

町）を築きましたが，男の子どもがいなかったため一丁都宮仏網の二男高武に相あ■己させ，自ら

は飛山城〔15－⑭〕に退き余生を送りました。

ヤきもとLJういつ

○山本焦通

清巌寺のL【げヨをくぐった右側に，国指定壷凛文化

財の「鉄塔姿」がありますが，その手前町Il本焦逸

の墓があります。墓地の中とは違うので見落しやす

いところです。

山本焦逸は卓和2年（1802）三河（現・愛知県）

に生まれました。兵府の騎⊥でしたが，故あって浪

人し宇都宮の地に流れてきました。宇都宮では漢文

・歴史等広い分野にわたって学問を教えまLたが幕

末の志士児島強介も焦逸の門に学びました。弘化4

年〔1847）壬生藩に召しかかえられましたが－嘉永

2年（1849）病気のため47歳の若さで」くなりまし

た。墓は壬生町の常葉寺にありますが一　括巌寺の墓

は分骨をしたものといわれています。
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○児島強介

強介は大保8年（1837），大町（現・一番町付近）の′」1島家に生まれました。南北朝時代の

備前〔現・岡山県）の武将児島高徳の子孫と自ら名乗り，児島の姓を用いていました。幼いこ

ろIll本焦逸に学び，のちには水戸の藤田東湖の門に入り，尊王擾夷の志をたてました。人橋

荊奄や菊池淡雅らと坂下の挙兵を計画しましたが－　自らほ病気のため参加することができませ

んでした。後一　強介は幕府につかまり投獄される時lゾ処十島介之墓」と自書して家に送りゝ　文

久2年（186Z）にわずか26才で獄死しました。東京の′」1塚原回向院に埋葬されましたが，清廉

寺に分骨をしまLた。なお八幡山の蒲生神社稟の墓地［15－⑲〕に強介の僻もあります。

児島強介の墓 児島強介の碑（塙田5丁目）

●台陽寺（新町1丁目）［15－⑬：・

○長沢楽浪

長沢楽浪ほ，元禄12年（1649）に儒学老良沢粋萄の次男として生まれました。名は主といい，

不尤所と号LまLた。8才の峠一　父粋奄が仕えていた越後高皿藩（現・新潟県）で痘瘡（天然

痘）にかかり，兄の学（不恕斎）とともに盲目になってLまいまLた。Lかし児と共に父の下

でR々勉学にはげみゝ　多くの書を暗記できるまでになりました。宝永元年〔1710）には

高田藩城主戸田忠其は宇都宮へ所替えになり－　そこで楽浪ほ戸田氏の儒甘として教育につとめ

る一方一　数多くの書物をまとめあげまLた。

lまりさモ＝みち

○据貞道

7都官革－L堀内記の四リJとして生まれましたが，尊王擾夷の志厚く－松本定や星野清次郎

らと共に丁都宮を脱添し一　泡尻隊に加わりました。水戸の戦いで縮まり，長岡村（現・長岡

町）でわずか21才で処刑されてLまいました。
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り上5のじJう

○松本亮之允

宇都宮藩士の子として文政9年（1826）に生まれまLた。幼いころから学問が好きで，藤田

東湖の門で学び，後には宇都宮藩の儒者としてとりたてられるまでになりました。一月

尊王擾夷の志も厚く，やがてほ松本走や堀貞道らと共に宇都宮藩を脱藩し，池尻隊に加わり

ました。しかし－　奮戦むなしく文久4年（1864）捕ちえられて処刑されました。時に38才でし

た。

●報恩寺（西原1J‾目）〔15－⑯〕
スlつカー大：

○戸田光形

戸田光形は幕末の宇都宮藩家老戸田光利の良男です。松本走や星野清之介らと同じように尊

王壊夷の志を立てゝ　同士37名と共に激派を結成しました。人々はこれを「天狗党」と呼んだそ

うです。混乱を恐れた藩は，光形を退藩に処したためゝ　水戸天狗党の池尻隊に加わり

総・陪兼調練奉行の役職となりました。〔この後松本走ら9人が一加わる）各地で戦功をあげまし

たが元治元年（1864）に捕らえられ処刑されました．39才のことです。なお，墓ほ単独基では

なく同族の合葬になっています。

○藤田黍堂

天保4年（1833）に宇都宮藩の家老藤円安利の長男として生まれました．緯は安義であり左

京ともいいます。諸学をほじめゝ　弓術・馬術・兵学・剣術も体得し－　若くして藩校の修道館で

教鞭をふるいゝ　かつ30才の時には渚の重職で多忙を極めることになりました。さらに又久4年

（1861）には31才の若さで家老職につくことになりました。しかし一　元治元年（1864）の水戸

天狗党征伐の失政から謹慎を命じられもしています。しかし席末の混乱期である慶応3年

（1867）には再び家老職に就き宇都宮藩の危機を据勇記（六石）らと力を尽くして救いました。

時代が明治と放った後は人手門内の屋敷で塾を開き多くの子弟を教育しまLた。その後，県庁

職員を経て明治8年（1875）には到便局詰となり一　宇都官の郵便事業の先駆として活躍Lまし

た。さらに晩年を■こは私立校の「育英学舎」や下野共学校一　作新館などで教鞭をとりました。明

治39年（1905）に74才で亡くなりまLたが，書画・詩歌等にもすぐれており－　今日にも数多く

のすぐれた作品が伝えられています。

さめし1　しげお

0鮫島重雄

鮫島重雄ほ嘉永2年（1849）鹿児島県に牛まれました。明治維新後陸軍に人隊し，西南の役

（明治10・1877）にも従軍しました。後，近衛師団参謀長を経てR清戦争に従軍し武功を心二て

ました。帰還してからは中部都督部参謀長などを経て陸軍中将に任ぜられまLた。R霹戦争に

従軍した後一　明治39年（1906）に第二代の第十四帥団師団長になり宇都宮の地にうつりました。

さらに明治44年（1911）には大将に昇任Lその任を退きました。工兵科の一大権威者であった
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といいます。退任Lた後は了都官に住みつき，昭和3年（1928）に82才で亡くなりました。な

お，丙原町のグランドホテル（陽南荘）［15－⑰］ほ鮫畠重雄の別邸だったものであり，そのす

ばらしい庭園は今「1でも見ることができます。

報恩寺のサクラ

●田川幸僑たもと（大通り5丁目）〔15－⑲〕

○樋爪氏

大通りを県庁からJR宇都宮駅に向かって進み

足利銀行宇都宮支店を左に折れてしばらく行くと

田川にかかる幸橋があります。この橋の手前の左

側に三峰山神社がありゝその中に樋爪五郎季衡と

その了一経衡と伝えられている五輪塔祇墓が2つ碑

んでいます。この裏には以卜のような話が伝えら

れています。

源顧朝が奥州藤原氏を追討する際に一　千都常夫

明神に戦勝を祈願して出陣しまLた。そして，無

事一　平定することができました。

その時一　藤原一族の樋爪五郎季衡とその了一鮭衡

の親子を捕虜とLて引き連れ－　二荒lり神社に祈

願成就のお礼に奴隷として引き渡LまLた。

樋爪五郎は－　故郷恋Lさのあまり逃げ帰ろうと

Lてゝ　上河原まで走ってきましたが，追手に揃わ

れ殺害されてしまいました。その殺された所を極

爪坂といい，首は＿l二河原に，胴ほ今泉に葬られたとし

樋爪氏の墓のある三峰山神社

われます。また，1二河原で殺され，旨ほ

向う岸の博労町に飛んだともいわれ，その首を祀ったところを首塚稲荷といいます。また一夏

の風刺こ南天が植えられ，南天の薬を取れば旨Rになるといい伝えられています。樋爪氏の墓

は市の指定文化財となっています。

（宇都宮市教育委員会　「7都官の民話」より抜すい）
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●伝法寺（徳次郎町）〔15－⑩〕
みJうてつ

0妙＜軒

徳次郎町にある名刺，伝法寺の境内から鞘こ沢伝いに入ってしばらく坂道を覆るとやや広い

平らな場所に出ます。ここほ伝法寺を闘いた妙哲（吉吉）の墓があります∴女川岩の無縫堵で，

八角の切石を基本としており，簡素なLいこもリズミカルなバランスを感じさせます。

妙督は一　票羽の雪巌寺を開いた仏同国師の弟了－でありゝ伝法一手の外にも塩原町妙室料　宇部

′白市竹下町の同慶寺〔15－⑳］も開き一　同慶寺には妙哲の墓が雅代和卜笥の中火にあります。伝

法一寺の墓石の‾トにほ一死後3年目の観応2年（1351）に石塔が建立されたと刻んであります。

妙哲の墓（伝法寺）

●徳次郎町卜田小働郎り内〔15－⑳〕

0亀井六郎の墓

源義経の重要な家来であった亀井六郎は－

義経が都落ちし－　奥州（東北地方）へ落ちのびる

時に同行Lたといわれています。宇都宮の地にも

義経や静御前そして家来の亀井ノべ郎に関する伝説

の地があります。徳次郎町にある晃陽しい学校の西

側を南北に走る】Lrll光街道（高速道路の西側）に

面Lたところに亀井六郎の墓と伝えられる‾丘輪堵

が二長岡の小に納められています。地元ではこ

のホ堵を動かすとたたりがあるとも伝えられてい

ます。
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妙皆の墓（同慶寺）

亀井六郎の墓


